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新 た な 市 場 は コ コ だ！

特特特 集BOP
BUSINESS



―

my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （JICA’s World 編集部宛）
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すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
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バングラデシュの首都ダッカ
のスラムに暮らす女の子。
人々に安全な水を届けるた
め、日本企業が独自の技術
を使ったビジネスに挑む
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　半
世
紀
前
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
も
食
べ
物

を
十
分
に
得
ら
れ
な
い
時
代
が
続
い
た
。

そ
こ
に
光
を
差
し
た
の
が
ヤ
ク
ル
ト
。
安

く
簡
単
に
栄
養
が
取
れ
る
乳
酸
菌
飲
料
を

開
発
し
、
一
躍
人
気
を
博
し
た
。
そ
し
て

そ
の
販
売
を
担
っ
た
の
が
、
女
性
の
社
会

進
出
の
は
し
り
と
も
言
え
る
〝
ヤ
ク
ル
ト

レ
デ
ィ
ー
〞
た
ち
だ
。
味
の
素
に
つ
い
て

も
し
か
り
。
ど
ん
な
料
理
も
お
い
し
く
す

る
魔
法
の
調
味
料
は
、
日
本
の
食
卓
の
強

い
味
方
と
な
っ
た
。
人
々
の
健
康
を
守
り
、

社
会
を
元
気
に
し
た
い
―
。
そ
の
思
い
も

ニ
ー
ズ
も
世
界
共
通
。
ヤ
ク
ル
ト
も
味
の

素
も
、
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
、
中
南
米
な
ど
に

市
場
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　も
ち
ろ
ん
、
民
間
企
業
と
し
て
利
益
は

追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し〝
社

会
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
〞
を
実
践
す
る
と

な
る
と
、
そ
の
市
場
は
自
然
と
、
先
進
国

に
限
定
す
る
も
の
で
な
く
な
っ
て
く
る
。

日
本
企
業
の
強
み
で
あ
る
粘
り
強
さ
、
そ

し
て
現
場
主
義
の
精
神
は
、
ま
さ
に
B
O

P
ビ
ジ
ネ
ス
で
生
き
る
要
素
な
の
だ
。

　Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
概
念
が
提
唱
さ
れ

て
か
ら
10
数
年
、
そ
の
姿
は
変
化
を
遂
げ

て
い
る
。

　「か
つ
て
は
消
費
者
と
し
か
と
ら
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
を
、
こ
の
数

年
は
、
生
産
か
ら
流
通
、
商
品
販
売
に
至

る
ま
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な
段
階

で
の
〝
パ
ー
ト
ナ
ー
〞
と
し
て
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
と
共

に
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
こ
う

と
い
う
動
き
で
す
」
と
大
野
教
授
は
話
す
。

　し
か
し
、
海
外
、
特
に
途
上
国
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
は
一
筋
縄
に
は
い
か
な
い
の
が
現

実
。
手
続
き
一
つ
と
っ
て
も
、
日
本
の
何

倍
も
の
時
間
と
手
間
が
か
か
る
。
企
業
の

海
外
拠
点
の
な
い
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

ゼ
ロ
ど
こ
ろ
か
、
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　そ
こ
で
力
を
発
揮
す
る
の
が
、
途
上
国

の
事
情
に
熟
知
し
た
国
際
協
力
の
担
い
手

た
ち
だ
。
現
地
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
企
業
に
と
っ

て
は
ま
さ
に
〝
宝
〞。
ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な

ど
に
と
っ
て
も
、
途
上
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

と
い
う
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
多
様
化

す
る
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
上

で
の
突
破
口
に
な
る
―
。
官
民
の
連
携
。

こ
れ
が
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
の
カ
ギ

の
一
つ
だ
。

　そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
日
本
企
業
が
描

く
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
実
現
し
う
る
か
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
企
業
の
調
査
を
後
押
し
し
て

い
る
。
事
業
化
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
は

決
し
て
平
た
ん
で
は
な
い
が
、
多
く
の
日

本
人
が
今
、
各
地
で
創
造
性
に
あ
ふ
れ
た

挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

　新
た
な
市
場
は
、
未
知
な
る
可
能
性
に

あ
ふ
れ
た
途
上
国
―
。
す
べ
て
の
人
が
共

生
し
合
う
世
界
を
作
る
た
め
に
、
私
た
ち

は
何
を
す
べ
き
か
。
日
本
企
業
の
真
価
が

今
、
問
わ
れ
て
い
る
。

07                         May 2013

官
民
の
チ
カ
ラ
で

効
果
拡
大
を
目
指
す
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編集協力：大野泉　政策研究大学院大学教授

ジア最貧国と言われてきたバングラデシュですが、その状況は
確実に改善しています。1970年には人口の７割を超えてい

た貧困層も2010年には３割に減少。その背景の一つが、マイクロフ
ァイナンスの普及です。貧困層が少額のお金を元手にビジネスを始
め、現金収入を得て、自らの力で生活を改善できるようになったので
す。
　BRACは世界最大規模のNGOとして、バングラデシュを拠点に、
マイクロファイナンスをはじめ、教育、保健、農業など、貧困層の社会
的・経済的な課題解決に取り組んでいます。また、近年はマイクロファ
イナンスに加え、BOPビジネス※を幅広く展開し、その収益はBRAC
の活動資金の約7割を賄うまでに。NGOとして持続的に活動を続け
るため、うち5割は再投資にまわしています。
　例えば、BRACの内部組織「アーロン」での手工芸品の製作もそ
の一つ。地方の女性は優れた伝統技術があるのに、これまで市場と
の接点がなかった。そこでBRACが女性たちを組織化して手工芸品

市場と貧困層をつなぐビジネス

BRAC
エグゼクティブディレクター

Dr. Mahabubu 
Hossain 

収入が少ないBOP層は、優先順位が高い商品しか買わない。彼らと協働
で開発に取り組めば、本当に必要とされる商品を作ることができます。

を発注し、より洗練されたデザインに改善。質の高い商品を生み出せ
ばそれが付加価値となり、現金収入につながるのです。貧困層のポテ
ンシャルと市場のニーズのマッチング。BOPビジネスはこの一言に尽
きます。
　日本の企業にとっても、バングラデシュはビジネスチャンスにあふれ
ています。農業に関して言えば、今は同じ時期に同じ品種が並び、結
果、価格が低くなってしまっています。出荷時期をずらすことができれ
ば価値は上がりますが、そのために必要な冷蔵設備には安定した電
力が不可欠です。この国では停電は日常茶飯事なので、日本企業に
は太陽光発電などエネルギー分野での進出をぜひ検討いただきた
い。日本の技術力とBRACのネットワークを融合させれば、より良い未
来がつくり出せるのではないかと期待しています。

世界に広がる！？ 日本企業の挑戦

ス
の
世
界
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。
従
来

は
〝
援
助
〞
の
対
象
と
見
な
さ
れ
て
い
た

人
々
。そ
こ
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
の
が
、

１
９
９
０
年
代
後
半
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
Ｃ
．Ｋ
．
プ
ラ
ハ
ラ
ー

ド
博
士
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
た
ち
だ

っ
た
。
実
は
、
こ
の
層
こ
そ
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
は
な
い

か
―
。
今
や
、Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
は
世
界
の
人
口

の
７
割
を
超
え
、
市
場
規
模
は
約
５
兆
ド

ル
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
声
に
耳

を
傾
け
、
そ
の
課
題
解
決
を
切
り
口
に

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。
そ
れ
が
Ｂ
Ｏ
Ｐ

ビ
ジ
ネ
ス
だ
。

　こ
の
斬
新
な
発
想
は
各
方
面
か
ら
強

い
関
心
を
集
め
る
と
同
時
に
、
一
部
で
批

判
も
巻
き
起
こ
し
た
。
し
か
し
、
先
進
国

経
済
が
低
迷
す
る
時
代
、
新
興
国
や
開
発

途
上
国
と
い
う
新
た
な
市
場
に
着
目
し
、

世
界
を
変
え
て
い
き
た
い
―
。
そ
ん
な
声

が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　欧
米
発
で
広
ま
っ
て
き
た
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ

ネ
ス
だ
が
、
実
は
ず
っ
と
前
か
ら
、
日
本

企
業
は
〝
社
会
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
〞
を

実
践
し
て
き
た
。「
日
本
資
本
主
義
の
父
、

渋
沢
栄
一
は
『
道
徳
経
済
合
一
説
』
を
唱

え
、富
の
社
会
還
元
を
説
い
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
そ
も
そ
も
日
本
企
業
に
は
、

〝
社
会
の
中
に
生
き
る
企
業
〞
と
い
う
考

え
が
根
付
い
て
い
る
の
で
す
」
と
大
野
教

授
は
分
析
す
る
。

　約
40
億
人
―
。

　一
体
、
何
の
数
値
か
想
像
で
き
る
だ

ろ
う
か
。

　こ
れ
は
、
一
人
当
た
り
の
年
間
所
得
が

３
０
０
０
ド
ル
以
下
、
１
日
に
換
算
す
る

と
８
ド
ル
以
下
で
生
活
を
送
る
人
々
の

数
。
右
の
図
を
見
て
み
よ
う
。
世
界
の
人

口
比
率
を
所
得
別
に
表
す
と
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
形
に
な
る
。
私
た
ち
日
本
人
は
、
そ

の
一
番
上
、
小
さ
な
三
角
の
中
の
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
に
す
ぎ
な
い
。

　そ
し
て
最
も
人
口
が
多
い
の
が
Ｂ
Ｏ

Ｐ
、「Base of the Pyram

id

」
と
呼
ば

れ
る
層
だ
。「
直
訳
で
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

〝
底
辺
〞
と
も
読
み
取
れ
ま
す
が
、
実
際

は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
〝
基
盤
〞
と
し
て
、
社

会
を
支
え
て
い
る
層
な
の
で
す
」
と
、
政

策
研
究
大
学
院
大
学
の
大
野
泉
教
授
は
話

す
。　そ

し
て
今
、
こ
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
が
ビ
ジ
ネ

ビ
ジ
ネ
ス
で

世
界
を
救
う
！？

日
本
企
業
の
神
髄

社
会
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス

BOP
BUSINESS

特 集

ア

いしさ、そして、いのちへ」。味の素は、食や医療など、いのちに
かかわる分野で商品を開発し、世界の人々の健康に貢献する

ことを目指しています。
　創業100周年を迎えた2009年、味の素ならではのビジネスを通し
て社会貢献できないかと、「ガーナ栄養改善プロジェクト」を始めまし
た。以前、ガーナで栄養に関する試験を行ったことがあり、栄養不足
による子どもの低身長・低体重が問題になっていると知っていたから
です。私たちが目を付けたのは離乳食。現地では発酵させたトウモロ
コシのおかゆ（KOKO）が食べられていますが、タンパク質やビタミンな

“栄養”を切り口に新しいビジネスを

味の素株式会社

ど、子どもの成長に必要な栄養素が不足しています。そこで、大豆の
粉にアミノ酸やビタミンなどを混ぜたサプリメントを開発しました。
　おかゆにふりかけるだけで手軽に栄養が取れるのがウリですが、お
いしくなければずっと使ってもらえない。そこで、ガーナの母親たちに何
度も試食してもらい、甘酸っぱいKOKOに合う味を研究しました。ま
た、1日分の15gずつ小分けし、BOP層でも買える値段での販売を目
指しています。
　現在は、サプリメントをコミュニティーに流通させるルートをどう確保
するか、また、1年間使うとどんな効果が出るか、JICAやUSAIDといっ
た援助機関や国際NGOと共に調査しています。“栄養改善”が切り
口だからこそ、同じ課題に取り組む多くの組織との連携は必須です。
　プロジェクトリーダーとして、各組織とコミュニケーションを取り、プロ
ジェクトがうまく進むようかじを取るのが私の仕事です。年に5回は現
地に行き、世界各国をテレビ会議でつないで情報を共有し、問題があ
れば解決策を考えます。世界の栄養改善のためにできることはまだま
だある。味の素にとっても新しいビジネスモデル。それを形にしていくこ
とが私の使命です。

「お

取出恭彦さん

研究開発企画部
専任部長（国際栄養）

ビ
ー
オ
ー

ピ
ー

※BRACではソーシャルエンタープライズと呼ぶ。

BRACは貧困層の人々が製作したモノを販売する店舗（アーロン）を首都
ダッカなどで展開。地元の人や観光客に人気だ

サプリメントを加えたおかゆの試食会を実施。
左はガーナに駐在する味の素の北村聡さん

BOPビジネス成功に向けた３カ条

1 現地の人々と共に取り組む

自社だけではネットワークや資金、ノウハウなどが足りない。NGOや援助
機関などとの連携が欠かせません。

2 組織間の連携を強化

可能性にあふれるBOP市場が発展するのはまだこれから。今、足掛かりを
作っておき、長い目でビジネス展開を進めることが必要です。

3 長期的なプランを持つ

  ガーナ

川商フーズ株式会社

地産地消で魚の缶詰を学校給
食に

  ミャンマー

リーテイルブランディング
株式会社
安心・安全な食品サプライチェー
ンを構築

  ボリビア

株式会社
地球システム科学
節水型の循環式システムで魚を
養殖

  ナイジェリア

会宝産業株式会社

中古車を収集・解体・リサイクル

  ウガンダ

サラヤ株式会社
アルコール手指消毒剤で手洗
い推進

  セネガル

ヤマハ発動機株式会社
浄水設備の導入により安全な水
をコミュニティーに

  南アフリカ

株式会社サカタのタネ
野菜栽培で小規模農家の生計
向上

 カンボジア

ARUN合同会社

社会的投資ファンドでハチミツビ
ジネス

  ブラジル

株式会社
フルッタフルッタ
アグロフォレストリーで地域の農
業を支える

  バングラデシュ

株式会社資生堂
スキンケア製品の普及で衛生・
栄養指導

  インド

コクヨS&T株式会社
女性企業家に帳簿などを開発・
販売

  タジキスタン

宏輝システムズ株式会社

甘草生産で雇用を生み出す

  インドネシア

株式会社大阪教育研究所

子ども向けの塾ネットワークを運営

  コロンビア

マイウッド・ツー
株式会社

パーム油製造を持続型産業に
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年間所得2万ドル

年間所得3,000ドル

約40億人

約14億人

約1.75億人

十分な食べ物も、安全な水もない。学校にも病院にも行けない。
実は、そんな開発途上国の人々の暮らしに、
ビジネスチャンスが散りばめられている―。
世界では今、人口の約７割を占める貧困層を対象にした
ＢＯＰビジネスが広がっている。

May 2013                                                  04

photos by Kaku Suzuki （P4、7上コラム）

バングラデシュの首都ダッカのスラム。
貧困層をパートナーにしたビジネスの
種が、少しずつ芽を出し始めている

サラヤが導入を進める手指消毒剤



南アフリカ

インドネシア

カンボジア
コロンビア

ボリビア
ブラジル

インド

ミャンマー

バングラデシュ
タジキスタン

セネガル

ガーナ

ナイジェリア

ウガンダ

05                         May 2013

　半
世
紀
前
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
も
食
べ
物

を
十
分
に
得
ら
れ
な
い
時
代
が
続
い
た
。

そ
こ
に
光
を
差
し
た
の
が
ヤ
ク
ル
ト
。
安

く
簡
単
に
栄
養
が
取
れ
る
乳
酸
菌
飲
料
を

開
発
し
、
一
躍
人
気
を
博
し
た
。
そ
し
て

そ
の
販
売
を
担
っ
た
の
が
、
女
性
の
社
会

進
出
の
は
し
り
と
も
言
え
る
〝
ヤ
ク
ル
ト

レ
デ
ィ
ー
〞
た
ち
だ
。
味
の
素
に
つ
い
て

も
し
か
り
。
ど
ん
な
料
理
も
お
い
し
く
す

る
魔
法
の
調
味
料
は
、
日
本
の
食
卓
の
強

い
味
方
と
な
っ
た
。
人
々
の
健
康
を
守
り
、

社
会
を
元
気
に
し
た
い
―
。
そ
の
思
い
も

ニ
ー
ズ
も
世
界
共
通
。
ヤ
ク
ル
ト
も
味
の

素
も
、
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
、
中
南
米
な
ど
に

市
場
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　も
ち
ろ
ん
、
民
間
企
業
と
し
て
利
益
は

追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し〝
社

会
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
〞
を
実
践
す
る
と

な
る
と
、
そ
の
市
場
は
自
然
と
、
先
進
国

に
限
定
す
る
も
の
で
な
く
な
っ
て
く
る
。

日
本
企
業
の
強
み
で
あ
る
粘
り
強
さ
、
そ

し
て
現
場
主
義
の
精
神
は
、
ま
さ
に
B
O

P
ビ
ジ
ネ
ス
で
生
き
る
要
素
な
の
だ
。

　Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
概
念
が
提
唱
さ
れ

て
か
ら
10
数
年
、
そ
の
姿
は
変
化
を
遂
げ

て
い
る
。

　「か
つ
て
は
消
費
者
と
し
か
と
ら
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
を
、
こ
の
数

年
は
、
生
産
か
ら
流
通
、
商
品
販
売
に
至

る
ま
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な
段
階

で
の
〝
パ
ー
ト
ナ
ー
〞
と
し
て
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
と
共

に
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い
こ
う

と
い
う
動
き
で
す
」
と
大
野
教
授
は
話
す
。

　し
か
し
、
海
外
、
特
に
途
上
国
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
は
一
筋
縄
に
は
い
か
な
い
の
が
現

実
。
手
続
き
一
つ
と
っ
て
も
、
日
本
の
何

倍
も
の
時
間
と
手
間
が
か
か
る
。
企
業
の

海
外
拠
点
の
な
い
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、

ゼ
ロ
ど
こ
ろ
か
、
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　そ
こ
で
力
を
発
揮
す
る
の
が
、
途
上
国

の
事
情
に
熟
知
し
た
国
際
協
力
の
担
い
手

た
ち
だ
。
現
地
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
企
業
に
と
っ

て
は
ま
さ
に
〝
宝
〞。
ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な

ど
に
と
っ
て
も
、
途
上
国
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

と
い
う
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
多
様
化

す
る
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
上

で
の
突
破
口
に
な
る
―
。
官
民
の
連
携
。

こ
れ
が
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
の
カ
ギ

の
一
つ
だ
。

　そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
日
本
企
業
が
描

く
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
実
現
し
う
る
か
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
企
業
の
調
査
を
後
押
し
し
て

い
る
。
事
業
化
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
は

決
し
て
平
た
ん
で
は
な
い
が
、
多
く
の
日

本
人
が
今
、
各
地
で
創
造
性
に
あ
ふ
れ
た

挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

　新
た
な
市
場
は
、
未
知
な
る
可
能
性
に

あ
ふ
れ
た
途
上
国
―
。
す
べ
て
の
人
が
共

生
し
合
う
世
界
を
作
る
た
め
に
、
私
た
ち

は
何
を
す
べ
き
か
。
日
本
企
業
の
真
価
が

今
、
問
わ
れ
て
い
る
。

07                         May 2013

官
民
の
チ
カ
ラ
で

効
果
拡
大
を
目
指
す
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新たな市場は
ココだ！
編集協力：大野泉　政策研究大学院大学教授

ジア最貧国と言われてきたバングラデシュですが、その状況は
確実に改善しています。1970年には人口の７割を超えてい

た貧困層も2010年には３割に減少。その背景の一つが、マイクロフ
ァイナンスの普及です。貧困層が少額のお金を元手にビジネスを始
め、現金収入を得て、自らの力で生活を改善できるようになったので
す。
　BRACは世界最大規模のNGOとして、バングラデシュを拠点に、
マイクロファイナンスをはじめ、教育、保健、農業など、貧困層の社会
的・経済的な課題解決に取り組んでいます。また、近年はマイクロファ
イナンスに加え、BOPビジネス※を幅広く展開し、その収益はBRAC
の活動資金の約7割を賄うまでに。NGOとして持続的に活動を続け
るため、うち5割は再投資にまわしています。
　例えば、BRACの内部組織「アーロン」での手工芸品の製作もそ
の一つ。地方の女性は優れた伝統技術があるのに、これまで市場と
の接点がなかった。そこでBRACが女性たちを組織化して手工芸品

市場と貧困層をつなぐビジネス

BRAC
エグゼクティブディレクター

Dr. Mahabubu 
Hossain 

収入が少ないBOP層は、優先順位が高い商品しか買わない。彼らと協働
で開発に取り組めば、本当に必要とされる商品を作ることができます。

を発注し、より洗練されたデザインに改善。質の高い商品を生み出せ
ばそれが付加価値となり、現金収入につながるのです。貧困層のポテ
ンシャルと市場のニーズのマッチング。BOPビジネスはこの一言に尽
きます。
　日本の企業にとっても、バングラデシュはビジネスチャンスにあふれ
ています。農業に関して言えば、今は同じ時期に同じ品種が並び、結
果、価格が低くなってしまっています。出荷時期をずらすことができれ
ば価値は上がりますが、そのために必要な冷蔵設備には安定した電
力が不可欠です。この国では停電は日常茶飯事なので、日本企業に
は太陽光発電などエネルギー分野での進出をぜひ検討いただきた
い。日本の技術力とBRACのネットワークを融合させれば、より良い未
来がつくり出せるのではないかと期待しています。

世界に広がる！？ 日本企業の挑戦

ス
の
世
界
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。
従
来

は
〝
援
助
〞
の
対
象
と
見
な
さ
れ
て
い
た

人
々
。そ
こ
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
の
が
、

１
９
９
０
年
代
後
半
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
Ｃ
．Ｋ
．
プ
ラ
ハ
ラ
ー

ド
博
士
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
者
た
ち
だ

っ
た
。
実
は
、
こ
の
層
こ
そ
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
は
な
い

か
―
。
今
や
、Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
は
世
界
の
人
口

の
７
割
を
超
え
、
市
場
規
模
は
約
５
兆
ド

ル
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
声
に
耳

を
傾
け
、
そ
の
課
題
解
決
を
切
り
口
に

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。
そ
れ
が
Ｂ
Ｏ
Ｐ

ビ
ジ
ネ
ス
だ
。

　こ
の
斬
新
な
発
想
は
各
方
面
か
ら
強

い
関
心
を
集
め
る
と
同
時
に
、
一
部
で
批

判
も
巻
き
起
こ
し
た
。
し
か
し
、
先
進
国

経
済
が
低
迷
す
る
時
代
、
新
興
国
や
開
発

途
上
国
と
い
う
新
た
な
市
場
に
着
目
し
、

世
界
を
変
え
て
い
き
た
い
―
。
そ
ん
な
声

が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　欧
米
発
で
広
ま
っ
て
き
た
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ

ネ
ス
だ
が
、
実
は
ず
っ
と
前
か
ら
、
日
本

企
業
は
〝
社
会
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
〞
を

実
践
し
て
き
た
。「
日
本
資
本
主
義
の
父
、

渋
沢
栄
一
は
『
道
徳
経
済
合
一
説
』
を
唱

え
、富
の
社
会
還
元
を
説
い
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
そ
も
そ
も
日
本
企
業
に
は
、

〝
社
会
の
中
に
生
き
る
企
業
〞
と
い
う
考

え
が
根
付
い
て
い
る
の
で
す
」
と
大
野
教

授
は
分
析
す
る
。

　約
40
億
人
―
。

　一
体
、
何
の
数
値
か
想
像
で
き
る
だ

ろ
う
か
。

　こ
れ
は
、
一
人
当
た
り
の
年
間
所
得
が

３
０
０
０
ド
ル
以
下
、
１
日
に
換
算
す
る

と
８
ド
ル
以
下
で
生
活
を
送
る
人
々
の

数
。
右
の
図
を
見
て
み
よ
う
。
世
界
の
人

口
比
率
を
所
得
別
に
表
す
と
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
形
に
な
る
。
私
た
ち
日
本
人
は
、
そ

の
一
番
上
、
小
さ
な
三
角
の
中
の
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
に
す
ぎ
な
い
。

　そ
し
て
最
も
人
口
が
多
い
の
が
Ｂ
Ｏ

Ｐ
、「Base of the Pyram

id

」
と
呼
ば

れ
る
層
だ
。「
直
訳
で
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

〝
底
辺
〞
と
も
読
み
取
れ
ま
す
が
、
実
際

は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
〝
基
盤
〞
と
し
て
、
社

会
を
支
え
て
い
る
層
な
の
で
す
」
と
、
政

策
研
究
大
学
院
大
学
の
大
野
泉
教
授
は
話

す
。　そ

し
て
今
、
こ
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
が
ビ
ジ
ネ

ビ
ジ
ネ
ス
で

世
界
を
救
う
！？

日
本
企
業
の
神
髄

社
会
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス

BOP
BUSINESS

特 集

ア

いしさ、そして、いのちへ」。味の素は、食や医療など、いのちに
かかわる分野で商品を開発し、世界の人々の健康に貢献する

ことを目指しています。
　創業100周年を迎えた2009年、味の素ならではのビジネスを通し
て社会貢献できないかと、「ガーナ栄養改善プロジェクト」を始めまし
た。以前、ガーナで栄養に関する試験を行ったことがあり、栄養不足
による子どもの低身長・低体重が問題になっていると知っていたから
です。私たちが目を付けたのは離乳食。現地では発酵させたトウモロ
コシのおかゆ（KOKO）が食べられていますが、タンパク質やビタミンな

“栄養”を切り口に新しいビジネスを

味の素株式会社

ど、子どもの成長に必要な栄養素が不足しています。そこで、大豆の
粉にアミノ酸やビタミンなどを混ぜたサプリメントを開発しました。
　おかゆにふりかけるだけで手軽に栄養が取れるのがウリですが、お
いしくなければずっと使ってもらえない。そこで、ガーナの母親たちに何
度も試食してもらい、甘酸っぱいKOKOに合う味を研究しました。ま
た、1日分の15gずつ小分けし、BOP層でも買える値段での販売を目
指しています。
　現在は、サプリメントをコミュニティーに流通させるルートをどう確保
するか、また、1年間使うとどんな効果が出るか、JICAやUSAIDといっ
た援助機関や国際NGOと共に調査しています。“栄養改善”が切り
口だからこそ、同じ課題に取り組む多くの組織との連携は必須です。
　プロジェクトリーダーとして、各組織とコミュニケーションを取り、プロ
ジェクトがうまく進むようかじを取るのが私の仕事です。年に5回は現
地に行き、世界各国をテレビ会議でつないで情報を共有し、問題があ
れば解決策を考えます。世界の栄養改善のためにできることはまだま
だある。味の素にとっても新しいビジネスモデル。それを形にしていくこ
とが私の使命です。

「お

取出恭彦さん

研究開発企画部
専任部長（国際栄養）

ビ
ー
オ
ー

ピ
ー

※BRACではソーシャルエンタープライズと呼ぶ。

BRACは貧困層の人々が製作したモノを販売する店舗（アーロン）を首都
ダッカなどで展開。地元の人や観光客に人気だ

サプリメントを加えたおかゆの試食会を実施。
左はガーナに駐在する味の素の北村聡さん

BOPビジネス成功に向けた３カ条

1 現地の人々と共に取り組む

自社だけではネットワークや資金、ノウハウなどが足りない。NGOや援助
機関などとの連携が欠かせません。

2 組織間の連携を強化

可能性にあふれるBOP市場が発展するのはまだこれから。今、足掛かりを
作っておき、長い目でビジネス展開を進めることが必要です。

3 長期的なプランを持つ

  ガーナ

川商フーズ株式会社

地産地消で魚の缶詰を学校給
食に

  ミャンマー

リーテイルブランディング
株式会社
安心・安全な食品サプライチェー
ンを構築

  ボリビア

株式会社
地球システム科学
節水型の循環式システムで魚を
養殖

  ナイジェリア

会宝産業株式会社

中古車を収集・解体・リサイクル

  ウガンダ

サラヤ株式会社
アルコール手指消毒剤で手洗
い推進

  セネガル

ヤマハ発動機株式会社
浄水設備の導入により安全な水
をコミュニティーに

  南アフリカ

株式会社サカタのタネ
野菜栽培で小規模農家の生計
向上

 カンボジア

ARUN合同会社

社会的投資ファンドでハチミツビ
ジネス

  ブラジル

株式会社
フルッタフルッタ
アグロフォレストリーで地域の農
業を支える

  バングラデシュ

株式会社資生堂
スキンケア製品の普及で衛生・
栄養指導

  インド

コクヨS&T株式会社
女性企業家に帳簿などを開発・
販売

  タジキスタン

宏輝システムズ株式会社

甘草生産で雇用を生み出す

  インドネシア

株式会社大阪教育研究所

子ども向けの塾ネットワークを運営

  コロンビア

マイウッド・ツー
株式会社

パーム油製造を持続型産業に

May 2013                         06

年間所得2万ドル

年間所得3,000ドル

約40億人

約14億人

約1.75億人

十分な食べ物も、安全な水もない。学校にも病院にも行けない。
実は、そんな開発途上国の人々の暮らしに、
ビジネスチャンスが散りばめられている―。
世界では今、人口の約７割を占める貧困層を対象にした
ＢＯＰビジネスが広がっている。

photos by Kaku Suzuki （P4、7上コラム）

バングラデシュの首都ダッカのスラム。
貧困層をパートナーにしたビジネスの
種が、少しずつ芽を出し始めている

サラヤが導入を進める手指消毒剤



ダッカ

　
空
港
に
着
く
と
、
辺
り
は
す
っ
か
り

日
が
落
ち
て
い
た
。
外
に
出
る
と
、
も

わ
っ
と
、
な
ま
ぬ
る
い
空
気
に
包
ま
れ

る
。
ザ
ワ
ザ
ワ
ザ
ワ
…
。
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
集
ま
っ
て
き
た
人
の
波
に
圧
倒

さ
れ
る
。
こ
の
独
特
の
空
気
感
は
、
旅

の
始
ま
り
を
告
げ
る
サ
イ
ン
。
今
回
の

舞
台
は
、
ア
ジ
ア
の
最
貧
国
と
し
て
知

ら
れ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
だ
。

　
空
港
か
ら
市
街
地
ま
で
は
、
ス
ム
ー

ズ
に
い
け
ば
車
で
20
分
程
度
。
し
か
し
、

一
度
渋
滞
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
抜

け
出
せ
な
い
。
１
時
間
は
優
に
超
え
て

し
ま
う
。〝
成
長
の
兆
し
〞
と
も
と
れ

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
首
都
ダ
ッ
カ
の

渋
滞
は
悪
名
高
い
。
面
積
は
日
本
の
約

４
割
、
人
口
は
１
億
５
０
０
０
万
人
以

上
―
。
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人

口
密
度
だ
。

　
し
か
し
、
こ
の
日
は
違
っ
た
。
ど
の

車
線
を
見
て
も
ガ
ラ
ガ
ラ
な
の
だ
。

　「
今
日
は
ハ
ル
タ
ル
だ
か
ら
ね
。
18

時
ま
で
外
出
禁
止
だ
よ
」。
車
に
乗
り

込
む
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
そ
う
声
を
か

け
ら
れ
た
。「
ハ
ル
タ
ル
」。
日
本
で
は

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が
、
い
わ
ゆ
る

反
政
府
運
動
（
ゼ
ネ
ス
ト
）
の
こ
と
。

ハ
ル
タ
ル
の
日
は
、
公
共
の
交
通
機
関

な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
能
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
。
こ
の
国
の
文
化
の
一
つ
な
の
だ
ろ

う
が
、
人
々
の
生
活
や
経
済
活
動
に
は

か
な
り
の
痛
手
だ
。

　
街
中
に
入
る
と
、
暗
闇
の
中
に
そ
び

え
立
つ
高
層
ビ
ル
が
見
え
た
。
し
か
し

脇
道
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
複
雑
に

路
地
が
入
り
組
み
、
少
し
歩
く
と
バ
ラ

ッ
ク
小
屋
が
並
ぶ
。
そ
こ
は
ス
ラ
ム
だ
。

発
展
の
中
に
あ
る
貧
困
―
。
ま
さ
に
そ

の
絵
が
、
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内

に
広
が
っ
て
い
た
。

　
翌
朝
、
外
に
出
る
と
、
大
通
り
は
車

や
リ
キ
シ
ャ
で
埋
ま
っ
て
い
た
。
ハ
ル

タ
ル
明
け
は
、
い
つ
も
以
上
に
交
通
事

情
が
悪
化
す
る
。
と
に
か
く
車
が
動
か

な
い
。
数
十
メ
ー
ト
ル
先
ま
で
移
動
す

る
の
も
一
苦
労
だ
。

　
宿
泊
先
か
ら
ほ
ど
近
い
、
コ
リ
ア
ル
・

ス
ラ
ム
ま
で
30
分
以
上
も
要
し
て
し
ま

っ
た
。
車
を
降
り
る
と
、
子
ど
も
た
ち

が
駆
け
寄
っ
て
き
た
。

　「
大
き
な
カ
メ
ラ
だ
ね
！
撮
っ
て
撮

っ
て
！
」

　
ど
の
国
に
行
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち

は
元
気
で
た
く
ま
し
い
が
、
彼
ら
の
生

活
は
決
し
て
裕
福
と
は
言
え
な
い
。
こ

の
ス
ラ
ム
に
長
年
暮
ら
す
サ
レ
ハ
さ
ん

は
、「
周
り
の
景
色
は
変
わ
っ
た
け
ど
、

ス
ラ
ム
の
中
は
30
年
何
も
変
わ
ら
な

い
。
孫
た
ち
に
も
申
し
訳
な
く
て
ね
」

と
天
を
仰
い
だ
。

　
そ
こ
に
一
台
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
、
ス

ー
ッ
と
入
っ
て
き
た
。
荷
台
に
は
水
の

入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
ぎ
っ
し
り
と

積
ん
で
あ
る
。
人
々
は
慣
れ
た
様
子
で
、

ト
ラ
ッ
ク
の
脇
に
並
び
始
め
た
。

　「
一
人
一
本
、
順
番
に
ね
」

　
そ
う
声
を
か
け
て
い
る
の
は
日
本
人

の
男
性
、
日
本
ベ
ー
シ
ッ
ク
株
式
会
社

の
勝
浦
雄
一
代
表
取
締
役
。
彼
は
今
、

こ
の
国
で
新
た
な
挑
戦
を
始
め
て
い

る
。
そ
れ
が
神
奈
川
県
川
崎
市
の
オ
フ

ィ
ス
か
ら
生
ま
れ
た
同
社
の
看
板
商
品

「
シ
ク
ロ
ク
リ
ー
ン（Cycloclean

）」
を

使
っ
た
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
だ
。「
簡
単

に
言
う
と
、
自
転
車
を
こ
い
で
水
を
浄

化
す
る
シ
ス
テ
ム
。
日
本
で
は
災
害
時

に
備
え
て
、
自
治
体
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理
組
合
な
ど
に
販
売
し
て
い
ま
す
」。

一
台
55
万
円
。
決
し
て
安
く
は
な
い
が
、

川
で
も
貯
水
槽
で
も
、
水
源
さ
え
あ
れ

ば
自
転
車
で
駆
け
付
け
、
そ
の
場
で
こ

い
で
〝
き
れ
い
な
〞
水
が
で
き
る
。

　
大
学
卒
業
後
、
民
間
企
業
で
浄
水
器

の
営
業
を
担
当
し
て
い
た
勝
浦
さ
ん
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、
水
道
管
が

破
裂
し
て
水
が
あ
ふ
れ
、
多
く
の
人
が

水
に
困
っ
て
い
る
映
像
に
言
葉
を
失
っ

た
。
自
分
は
水
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し

て
い
る
の
に
何
も
で
き
な
い
と
…
。

　
持
ち
運
び
が
簡
単
で
、
す
ぐ
に
き
れ

い
な
水
を
作
る
方
法
は
な
い
の
か
。
そ

う
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
企
業
か

ら
「
自
転
車
を
使
っ
た
浄
水
」
の
ア
イ

デ
ア
を
売
り
込
ま
れ
る
。
こ
れ
だ
！
と

思
っ
た
も
の
の
、
当
時
は
事
業
化
に
至

ら
ず
…
。
定
年
退
職
後
、
そ
の
夢
を
携

え
て
起
業
し
た
。

　
そ
し
て
そ
の
舞
台
は
、
さ
ら
に
開
発

途
上
国
へ
―
。「
シ
ク
ロ
ク
リ
ー
ン
で

安
全
な
水
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
国
々

の
役
に
立
ち
た
い
」。
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
通
じ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
医
療
施
設
な

ど
に
送
る
と
、
現
地
か
ら
感
謝
の
声
が

寄
せ
ら
れ
、
そ
の
効
果
を
実
感
。
そ
し

て
、
次
に
目
を
付
け
た
の
が
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
だ
っ
た
。

　「
料
理
に
使
う
の
も
飲
む
の

も
川
の
水
。
子
ど
も
が
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う

の
。
き
れ
い
な
水
が
あ
っ
た
ら

買
い
た
い
わ
」。
４
リ
ッ
ト
ル

30
タ
カ（
約
40
円
）。
５
人
家
族

の
ア
ミ
ナ
さ
ん
は
、
そ
れ
な
ら

妥
当
な
値
段
だ
と
い
う
。現
在
、

勝
浦
さ
ん
は
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ

ン
グ
株
式
会
社
と
タ
ッ
グ
を
組

み
、
ス
ラ
ム
で
ニ
ー
ズ
調
査
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
市
街
地
の
北
の
外
れ
、
日
本
ベ
ー
シ

ッ
ク
が
拠
点
と
す
る
工
場
に
足
を
運
ん

で
み
る
と
、
８
畳
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

に
自
転
車
が
２
台
並
べ
て
置
か
れ
て
い

た
。
こ
れ
が
、
自
転
車
一
体
型
浄
水
装

置
「
シ
ク
ロ
ク
リ
ー
ン
」。
ス
ラ
ム
で

配
っ
て
い
る
水
は
、
現
在
、
こ
の
２
台

で
試
験
的
に
製
造
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
懸
命
に
こ
い
で
い
る
の
が
、

２
人
の
男
性
だ
。「
15
分
ご
と
に
交
替

し
な
が
ら
の
作
業
。
な
か
な
か
体
力
が

い
る
ん
で
す
よ
ね
」
と
、
笑
い
な
が
ら

顔
を
見
合
わ
せ
る
。
ペ
ダ
ル
を
こ
ぐ
と
、

地
下
か
ら
く
み
上
げ
た
水
が
、
あ
っ
と

い
う
間
に
透
明
な
飲
み
水
に
―
。
１
時

間
で
一
台
当
た
り
３
５
０
リ
ッ
ト
ル
の

計
算
だ
。

　
ブ
チ
ッ
。突
然
、電
気
が
消
え
た
。「
停

電
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
が
、
自
転
車

な
ら
電
気
な
し
で
も
動
く
。
ほ
ら
こ
う

や
っ
て
ね
」。
そ
う
言
い
な
が
ら
、
得

意
げ
に
こ
ぎ
続
け
る
。

　
現
場
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
モ
ル
シ
ェ
ッ
ド

さ
ん
と
調
査
員
の
ラ
ー
マ
ン
さ
ん
。
現

地
で
暮
ら
す
彼
ら
な
ら
で
は
の
視
点
が

加
わ
り
、
勝
浦
さ
ん
率
い
る
〝
自
転
車

チ
ー
ム
〞
は
最
強
だ
。「
水
を
買
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
な
ぜ
そ
れ
が
必
要

な
の
か
を
理
解
し
て
も
ら
わ
な
い
と
」。

彼
ら
は
ス
ラ
ム
で
の
衛
生
教
育
に
も
力

を
入
れ
る
。

　
足
か
け
２
年
、
１
カ
月
に
一
度
の
ペ

ー
ス
で
現
地
に
足
を
運
ん
で
き
た
勝
浦

さ
ん
。「
最
初
の
こ
ろ
は
、
空
気
は
汚

い
し
、
ご
み
は
多
い
し
嫌
だ
な
あ
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
愛
着

が
わ
い
て
く
る
か
ら
不
思
議
で
す
ね
」

と
笑
う
。
４
月
に
は
つ
い
に
、
水
販
売

の
許
可
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
か
ら

下
り
た
。
待
ち
に
待
っ
た
瞬
間
―
。
彼

ら
の
自
転
車
は
今
、
真
っ
白
な
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
。

　
そ
し
て
も
う
一
社
、
こ
の
国
で
革
新

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い

る
企
業
が
あ
る
。
株
式
会
社
雪
国
ま
い

た
け
。
キ
ノ
コ
類
や
も
や
し
な
ど
を
販

売
す
る
、
日
本
で
は
知
る
人
ぞ
知
る
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
だ
。

　
そ
ん
な
雪
国
ま
い
た
け
と
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
。
一
見
何
の
つ
な
が
り
も
な
い

よ
う
に
見
え
る
が
、
ゼ
ロ
か
ら
モ
ノ
を

生
み
出
す
の
が
ビ
ジ
ネ
ス
。
そ
の
仕
掛

け
人
が
、
上
席
執
行
役
員
の
佐
竹
右
行

さ
ん
だ
。
き
っ
か
け
は
２
０
１
０
年
、

佐
竹
さ
ん
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
こ
の
国

を
訪
れ
た
時
。
貧
困
に
直
面
す
る
人
々

の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
の
〝
直
感
〞
だ
ろ
う
か
、

こ
の
国
に
〝
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
〞
を

見
い
だ
し
た
。

　
そ
し
て
、
彼
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
感
じ
た
の
が
〝
も
や
し
〞
だ
。「
も

や
し
の
原
料
で
あ
る
緑
豆
は
、
日
本
で

は
９
割
以
上
が
中
国
産
。
日
本
で
安
定

供
給
す
る
た
め
に
、
新
た
に
栽
培
地
を

開
拓
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」。
こ

の
緑
豆
、
実
は
こ
の
国
で
は
豆
カ
レ
ー

の
具
材
と
し
て
お
な
じ
み
。
ま
だ
ま
だ

生
産
量
を
増
や
す
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ

る
―
。
緑
豆
栽
培
を
通
じ
て
貧
困
に
苦

し
む
農
民
の
雇
用
を
創
出
し
、
そ
の
約

６
割
を
も
や
し
の
原
料
と
し
て
日
本
に

輸
出
。
残
り
の
約
４
割
は
安
価
に
現
地

の
人
々
に
提
供
す
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ア

を
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
創
設
者
の
ム
ハ
マ

ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
に
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

答
え
は
「T

his is perfect

　
」。
グ
ラ

ミ
ン
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
事
業
が
始
ま

っ
た
。

　
対
象
は
、
北
部
、
西
部
、
南
部
の
３

地
域
。
農
家
へ
の
説
明
か
ら
技
術
指
導
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
、
佐
竹
さ
ん
率

い
る
チ
ー
ム
が
念
入
り
に
行
う
。「
現

地
ス
タ
ッ
フ
が
各
農
家
を
回
り
、
種
の

ま
き
方
か
ら
肥
料
や
水
の
や
り
方
、
生

育
状
況
ま
で
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。
情
報
は
す
べ
て
デ
ー
タ
化
し
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら

把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。

　
そ
ん
な
努
力
が
〝
緑
豆
〞
と
し
て
実

り
、
昨
年
は
約
８
０
０
０
人
の
雇
用
を

生
み
出
し
、
約
１
５
０
０
ト
ン
も
の
収

穫
が
あ
っ
た
。そ
し
て
つ
い
に
昨
年
末
、

第
一
弾
と
な
る
約
２
３
０
ト
ン
が
日
本

に
到
着
。
早
け
れ
ば
今
年
の
夏
に
も
、

両
国
の
国
旗
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
描
か
れ

た
も
や
し
が
日
本
の
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ

予
定
だ
。「
日
本
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

が
、w
i
n
―

w
i
n
の
関
係
で
あ
る
こ

と
が
絶
対
条
件
。
常
に
先
を
見
据
え
た

ビ
ジ
ネ
ス
で
す
」
と
佐
竹
さ
ん
は
意
気

込
む
。

　
日
本
企
業
の
挑
戦
が
、
こ
の
国
を
ど

う
変
え
て
い
く
の
か
―
。
日
本
人
の
知

恵
と
努
力
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
新

た
な
う
ね
り
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い

る
。

特集 BOP BUSINESS

新たな市場はココだ！

特集 BOP BUSINESS

新たな市場はココだ！

高台から望むダッカの街並み。高層ビルのすぐそばにスラムが広がっている

ダッカのスラムで、日本ベー
シックの技術を使って浄化し
た水「Cycloaqua」を配布。
まずは首都圏でモニタリング
を進め、今後のビジネス展開
に向けて下地を作る

散乱するごみのそばで遊
ぶ子どもたち。衛生環境
の悪さが感染症の拡大に
もつながっている

リキシャは市民の生活の
足。車道を走るため、交通
渋滞の原因に

ペダルをこいで水をくみ上げ、後部車
輪に装着したフィルターを通して浄
化。八千代エンジニヤリングの杉田昌
也さん（左から2人目）は、「勝浦さんの
ような決断の早さが途上国でのビジネ
スでは重要」と話す

緑豆は約65日で収穫できるため、
乾期の圃場を有効活用できる

ペットボトルの水をうれしそうに
受け取る男の子

浄化した水は隣の部屋でボトル詰め。白衣とマスクの着用を徹底
するなど、スタッフの衛生管理にも注意を払う

スラムの住民たちに聞き取り調査をする勝浦さん（左端）。
貧困層の真のニーズを探る

！！

共にビジネスの
種を育てる

バングラデシュ

from BANGLADESH

写真（P10中央、P11下を除く）＝鈴木革（写真家）

アジアの最貧国と言われるバングラデシュ。
首都ダッカは車とリキシャに埋め尽くされ、
そのそばには、貧しさと発展の挟間で生きる人々の姿がある。
彼らを“パートナー”としてビジネスに挑む
日本企業の取り組みを取材した。

貧
し
さ
と
喧
騒
が

混
在
す
る
街

自
転
車
を
こ
い
で

き
れ
い
な
水
を
作
り
出
す

あ
な
た
の
家
の
も
や
し
が

バ
ン
グ
ラ
産
に
！？

川
崎
市
の
企
業
が
生
ん
だ

水
の
技
術
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ダッカ

　
空
港
に
着
く
と
、
辺
り
は
す
っ
か
り

日
が
落
ち
て
い
た
。
外
に
出
る
と
、
も

わ
っ
と
、
な
ま
ぬ
る
い
空
気
に
包
ま
れ

る
。
ザ
ワ
ザ
ワ
ザ
ワ
…
。
ど
こ
か
ら
と

も
な
く
集
ま
っ
て
き
た
人
の
波
に
圧
倒

さ
れ
る
。
こ
の
独
特
の
空
気
感
は
、
旅

の
始
ま
り
を
告
げ
る
サ
イ
ン
。
今
回
の

舞
台
は
、
ア
ジ
ア
の
最
貧
国
と
し
て
知

ら
れ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
だ
。

　
空
港
か
ら
市
街
地
ま
で
は
、
ス
ム
ー

ズ
に
い
け
ば
車
で
20
分
程
度
。
し
か
し
、

一
度
渋
滞
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら
抜

け
出
せ
な
い
。
１
時
間
は
優
に
超
え
て

し
ま
う
。〝
成
長
の
兆
し
〞
と
も
と
れ

る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
首
都
ダ
ッ
カ
の

渋
滞
は
悪
名
高
い
。
面
積
は
日
本
の
約

４
割
、
人
口
は
１
億
５
０
０
０
万
人
以

上
―
。
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人

口
密
度
だ
。

　
し
か
し
、
こ
の
日
は
違
っ
た
。
ど
の

車
線
を
見
て
も
ガ
ラ
ガ
ラ
な
の
だ
。

　「
今
日
は
ハ
ル
タ
ル
だ
か
ら
ね
。
18

時
ま
で
外
出
禁
止
だ
よ
」。
車
に
乗
り

込
む
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
そ
う
声
を
か

け
ら
れ
た
。「
ハ
ル
タ
ル
」。
日
本
で
は

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が
、
い
わ
ゆ
る

反
政
府
運
動
（
ゼ
ネ
ス
ト
）
の
こ
と
。

ハ
ル
タ
ル
の
日
は
、
公
共
の
交
通
機
関

な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
能
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
。
こ
の
国
の
文
化
の
一
つ
な
の
だ
ろ

う
が
、
人
々
の
生
活
や
経
済
活
動
に
は

か
な
り
の
痛
手
だ
。

　
街
中
に
入
る
と
、
暗
闇
の
中
に
そ
び

え
立
つ
高
層
ビ
ル
が
見
え
た
。
し
か
し

脇
道
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
複
雑
に

路
地
が
入
り
組
み
、
少
し
歩
く
と
バ
ラ

ッ
ク
小
屋
が
並
ぶ
。
そ
こ
は
ス
ラ
ム
だ
。

発
展
の
中
に
あ
る
貧
困
―
。
ま
さ
に
そ

の
絵
が
、
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内

に
広
が
っ
て
い
た
。

　
翌
朝
、
外
に
出
る
と
、
大
通
り
は
車

や
リ
キ
シ
ャ
で
埋
ま
っ
て
い
た
。
ハ
ル

タ
ル
明
け
は
、
い
つ
も
以
上
に
交
通
事

情
が
悪
化
す
る
。
と
に
か
く
車
が
動
か

な
い
。
数
十
メ
ー
ト
ル
先
ま
で
移
動
す

る
の
も
一
苦
労
だ
。

　
宿
泊
先
か
ら
ほ
ど
近
い
、
コ
リ
ア
ル
・

ス
ラ
ム
ま
で
30
分
以
上
も
要
し
て
し
ま

っ
た
。
車
を
降
り
る
と
、
子
ど
も
た
ち

が
駆
け
寄
っ
て
き
た
。

　「
大
き
な
カ
メ
ラ
だ
ね
！
撮
っ
て
撮

っ
て
！
」

　
ど
の
国
に
行
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち

は
元
気
で
た
く
ま
し
い
が
、
彼
ら
の
生

活
は
決
し
て
裕
福
と
は
言
え
な
い
。
こ

の
ス
ラ
ム
に
長
年
暮
ら
す
サ
レ
ハ
さ
ん

は
、「
周
り
の
景
色
は
変
わ
っ
た
け
ど
、

ス
ラ
ム
の
中
は
30
年
何
も
変
わ
ら
な

い
。
孫
た
ち
に
も
申
し
訳
な
く
て
ね
」

と
天
を
仰
い
だ
。

　
そ
こ
に
一
台
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
、
ス

ー
ッ
と
入
っ
て
き
た
。
荷
台
に
は
水
の

入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
ぎ
っ
し
り
と

積
ん
で
あ
る
。
人
々
は
慣
れ
た
様
子
で
、

ト
ラ
ッ
ク
の
脇
に
並
び
始
め
た
。

　「
一
人
一
本
、
順
番
に
ね
」

　
そ
う
声
を
か
け
て
い
る
の
は
日
本
人

の
男
性
、
日
本
ベ
ー
シ
ッ
ク
株
式
会
社

の
勝
浦
雄
一
代
表
取
締
役
。
彼
は
今
、

こ
の
国
で
新
た
な
挑
戦
を
始
め
て
い

る
。
そ
れ
が
神
奈
川
県
川
崎
市
の
オ
フ

ィ
ス
か
ら
生
ま
れ
た
同
社
の
看
板
商
品

「
シ
ク
ロ
ク
リ
ー
ン（Cycloclean

）」
を

使
っ
た
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
だ
。「
簡
単

に
言
う
と
、
自
転
車
を
こ
い
で
水
を
浄

化
す
る
シ
ス
テ
ム
。
日
本
で
は
災
害
時

に
備
え
て
、
自
治
体
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理
組
合
な
ど
に
販
売
し
て
い
ま
す
」。

一
台
55
万
円
。
決
し
て
安
く
は
な
い
が
、

川
で
も
貯
水
槽
で
も
、
水
源
さ
え
あ
れ

ば
自
転
車
で
駆
け
付
け
、
そ
の
場
で
こ

い
で
〝
き
れ
い
な
〞
水
が
で
き
る
。

　
大
学
卒
業
後
、
民
間
企
業
で
浄
水
器

の
営
業
を
担
当
し
て
い
た
勝
浦
さ
ん
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、
水
道
管
が

破
裂
し
て
水
が
あ
ふ
れ
、
多
く
の
人
が

水
に
困
っ
て
い
る
映
像
に
言
葉
を
失
っ

た
。
自
分
は
水
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し

て
い
る
の
に
何
も
で
き
な
い
と
…
。

　
持
ち
運
び
が
簡
単
で
、
す
ぐ
に
き
れ

い
な
水
を
作
る
方
法
は
な
い
の
か
。
そ

う
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
企
業
か

ら
「
自
転
車
を
使
っ
た
浄
水
」
の
ア
イ

デ
ア
を
売
り
込
ま
れ
る
。
こ
れ
だ
！
と

思
っ
た
も
の
の
、
当
時
は
事
業
化
に
至

ら
ず
…
。
定
年
退
職
後
、
そ
の
夢
を
携

え
て
起
業
し
た
。

　
そ
し
て
そ
の
舞
台
は
、
さ
ら
に
開
発

途
上
国
へ
―
。「
シ
ク
ロ
ク
リ
ー
ン
で

安
全
な
水
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
国
々

の
役
に
立
ち
た
い
」。
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
通
じ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
医
療
施
設
な

ど
に
送
る
と
、
現
地
か
ら
感
謝
の
声
が

寄
せ
ら
れ
、
そ
の
効
果
を
実
感
。
そ
し

て
、
次
に
目
を
付
け
た
の
が
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
だ
っ
た
。

　「
料
理
に
使
う
の
も
飲
む
の

も
川
の
水
。
子
ど
も
が
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
病
気
に
な
っ
て
し
ま
う

の
。
き
れ
い
な
水
が
あ
っ
た
ら

買
い
た
い
わ
」。
４
リ
ッ
ト
ル

30
タ
カ（
約
40
円
）。
５
人
家
族

の
ア
ミ
ナ
さ
ん
は
、
そ
れ
な
ら

妥
当
な
値
段
だ
と
い
う
。現
在
、

勝
浦
さ
ん
は
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ

ン
グ
株
式
会
社
と
タ
ッ
グ
を
組

み
、
ス
ラ
ム
で
ニ
ー
ズ
調
査
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
市
街
地
の
北
の
外
れ
、
日
本
ベ
ー
シ

ッ
ク
が
拠
点
と
す
る
工
場
に
足
を
運
ん

で
み
る
と
、
８
畳
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス

に
自
転
車
が
２
台
並
べ
て
置
か
れ
て
い

た
。
こ
れ
が
、
自
転
車
一
体
型
浄
水
装

置
「
シ
ク
ロ
ク
リ
ー
ン
」。
ス
ラ
ム
で

配
っ
て
い
る
水
は
、
現
在
、
こ
の
２
台

で
試
験
的
に
製
造
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
懸
命
に
こ
い
で
い
る
の
が
、

２
人
の
男
性
だ
。「
15
分
ご
と
に
交
替

し
な
が
ら
の
作
業
。
な
か
な
か
体
力
が

い
る
ん
で
す
よ
ね
」
と
、
笑
い
な
が
ら

顔
を
見
合
わ
せ
る
。
ペ
ダ
ル
を
こ
ぐ
と
、

地
下
か
ら
く
み
上
げ
た
水
が
、
あ
っ
と

い
う
間
に
透
明
な
飲
み
水
に
―
。
１
時

間
で
一
台
当
た
り
３
５
０
リ
ッ
ト
ル
の

計
算
だ
。

　
ブ
チ
ッ
。突
然
、電
気
が
消
え
た
。「
停

電
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
が
、
自
転
車

な
ら
電
気
な
し
で
も
動
く
。
ほ
ら
こ
う

や
っ
て
ね
」。
そ
う
言
い
な
が
ら
、
得

意
げ
に
こ
ぎ
続
け
る
。

　
現
場
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
モ
ル
シ
ェ
ッ
ド

さ
ん
と
調
査
員
の
ラ
ー
マ
ン
さ
ん
。
現

地
で
暮
ら
す
彼
ら
な
ら
で
は
の
視
点
が

加
わ
り
、
勝
浦
さ
ん
率
い
る
〝
自
転
車

チ
ー
ム
〞
は
最
強
だ
。「
水
を
買
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
な
ぜ
そ
れ
が
必
要

な
の
か
を
理
解
し
て
も
ら
わ
な
い
と
」。

彼
ら
は
ス
ラ
ム
で
の
衛
生
教
育
に
も
力

を
入
れ
る
。

　
足
か
け
２
年
、
１
カ
月
に
一
度
の
ペ

ー
ス
で
現
地
に
足
を
運
ん
で
き
た
勝
浦

さ
ん
。「
最
初
の
こ
ろ
は
、
空
気
は
汚

い
し
、
ご
み
は
多
い
し
嫌
だ
な
あ
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
愛
着

が
わ
い
て
く
る
か
ら
不
思
議
で
す
ね
」

と
笑
う
。
４
月
に
は
つ
い
に
、
水
販
売

の
許
可
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
か
ら

下
り
た
。
待
ち
に
待
っ
た
瞬
間
―
。
彼

ら
の
自
転
車
は
今
、
真
っ
白
な
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
。

　
そ
し
て
も
う
一
社
、
こ
の
国
で
革
新

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い

る
企
業
が
あ
る
。
株
式
会
社
雪
国
ま
い

た
け
。
キ
ノ
コ
類
や
も
や
し
な
ど
を
販

売
す
る
、
日
本
で
は
知
る
人
ぞ
知
る
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
だ
。

　
そ
ん
な
雪
国
ま
い
た
け
と
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
。
一
見
何
の
つ
な
が
り
も
な
い

よ
う
に
見
え
る
が
、
ゼ
ロ
か
ら
モ
ノ
を

生
み
出
す
の
が
ビ
ジ
ネ
ス
。
そ
の
仕
掛

け
人
が
、
上
席
執
行
役
員
の
佐
竹
右
行

さ
ん
だ
。
き
っ
か
け
は
２
０
１
０
年
、

佐
竹
さ
ん
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
こ
の
国

を
訪
れ
た
時
。
貧
困
に
直
面
す
る
人
々

の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
の
〝
直
感
〞
だ
ろ
う
か
、

こ
の
国
に
〝
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
〞
を

見
い
だ
し
た
。

　
そ
し
て
、
彼
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
感
じ
た
の
が
〝
も
や
し
〞
だ
。「
も

や
し
の
原
料
で
あ
る
緑
豆
は
、
日
本
で

は
９
割
以
上
が
中
国
産
。
日
本
で
安
定

供
給
す
る
た
め
に
、
新
た
に
栽
培
地
を

開
拓
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」。
こ

の
緑
豆
、
実
は
こ
の
国
で
は
豆
カ
レ
ー

の
具
材
と
し
て
お
な
じ
み
。
ま
だ
ま
だ

生
産
量
を
増
や
す
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ

る
―
。
緑
豆
栽
培
を
通
じ
て
貧
困
に
苦

し
む
農
民
の
雇
用
を
創
出
し
、
そ
の
約

６
割
を
も
や
し
の
原
料
と
し
て
日
本
に

輸
出
。
残
り
の
約
４
割
は
安
価
に
現
地

の
人
々
に
提
供
す
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ア

を
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
創
設
者
の
ム
ハ
マ

ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
に
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

答
え
は
「T

his is perfect

　
」。
グ
ラ

ミ
ン
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
事
業
が
始
ま

っ
た
。

　
対
象
は
、
北
部
、
西
部
、
南
部
の
３

地
域
。
農
家
へ
の
説
明
か
ら
技
術
指
導
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
、
佐
竹
さ
ん
率

い
る
チ
ー
ム
が
念
入
り
に
行
う
。「
現

地
ス
タ
ッ
フ
が
各
農
家
を
回
り
、
種
の

ま
き
方
か
ら
肥
料
や
水
の
や
り
方
、
生

育
状
況
ま
で
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。
情
報
は
す
べ
て
デ
ー
タ
化
し
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら

把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。

　
そ
ん
な
努
力
が
〝
緑
豆
〞
と
し
て
実

り
、
昨
年
は
約
８
０
０
０
人
の
雇
用
を

生
み
出
し
、
約
１
５
０
０
ト
ン
も
の
収

穫
が
あ
っ
た
。そ
し
て
つ
い
に
昨
年
末
、

第
一
弾
と
な
る
約
２
３
０
ト
ン
が
日
本

に
到
着
。
早
け
れ
ば
今
年
の
夏
に
も
、

両
国
の
国
旗
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
描
か
れ

た
も
や
し
が
日
本
の
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ

予
定
だ
。「
日
本
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

が
、w
i
n
―

w
i
n
の
関
係
で
あ
る
こ

と
が
絶
対
条
件
。
常
に
先
を
見
据
え
た

ビ
ジ
ネ
ス
で
す
」
と
佐
竹
さ
ん
は
意
気

込
む
。

　
日
本
企
業
の
挑
戦
が
、
こ
の
国
を
ど

う
変
え
て
い
く
の
か
―
。
日
本
人
の
知

恵
と
努
力
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
新

た
な
う
ね
り
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い

る
。

特集 BOP BUSINESS

新たな市場はココだ！

特集 BOP BUSINESS

新たな市場はココだ！

高台から望むダッカの街並み。高層ビルのすぐそばにスラムが広がっている

ダッカのスラムで、日本ベー
シックの技術を使って浄化し
た水「Cycloaqua」を配布。
まずは首都圏でモニタリング
を進め、今後のビジネス展開
に向けて下地を作る

散乱するごみのそばで遊
ぶ子どもたち。衛生環境
の悪さが感染症の拡大に
もつながっている

リキシャは市民の生活の
足。車道を走るため、交通
渋滞の原因に

ペダルをこいで水をくみ上げ、後部車
輪に装着したフィルターを通して浄
化。八千代エンジニヤリングの杉田昌
也さん（左から2人目）は、「勝浦さんの
ような決断の早さが途上国でのビジネ
スでは重要」と話す

緑豆は約65日で収穫できるため、
乾期の圃場を有効活用できる

ペットボトルの水をうれしそうに
受け取る男の子

浄化した水は隣の部屋でボトル詰め。白衣とマスクの着用を徹底
するなど、スタッフの衛生管理にも注意を払う

スラムの住民たちに聞き取り調査をする勝浦さん（左端）。
貧困層の真のニーズを探る

！！

共にビジネスの
種を育てる

バングラデシュ

from BANGLADESH

写真（P10中央、P11下を除く）＝鈴木革（写真家）

アジアの最貧国と言われるバングラデシュ。
首都ダッカは車とリキシャに埋め尽くされ、
そのそばには、貧しさと発展の挟間で生きる人々の姿がある。
彼らを“パートナー”としてビジネスに挑む
日本企業の取り組みを取材した。

貧
し
さ
と
喧
騒
が

混
在
す
る
街

自
転
車
を
こ
い
で

き
れ
い
な
水
を
作
り
出
す

あ
な
た
の
家
の
も
や
し
が

バ
ン
グ
ラ
産
に
！？

川
崎
市
の
企
業
が
生
ん
だ

水
の
技
術
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　ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
に
漂
う
甘
い

香
り
。「
お
い
し
い
！
」「
こ
の
村
で
も

本
当
に
作
れ
た
わ
ね
」。

　そ
の
正
体
は
、
真
っ
赤
に
色
づ
い
た

イ
チ
ゴ
。
と
言
っ
て
も
、
日
本
で
の
会

話
で
は
な
い
。
収
穫
し
て
い
る
の
は
、

色
と
り
ど
り
の
サ
リ
ー
を
着
た
女
性
た

ち
。
こ
の
日
は
イ
チ
ゴ
の
栽
培
を
開
始

し
て
か
ら
初
め
て
の
収
穫
だ
か
ら
か
、

女
性
た
ち
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
い
る
。

こ
こ
は
イ
ン
ド
西
部
の
都
市
プ
ネ
ー
近

郊
の
農
村
だ
。

　イ
チ
ゴ
で
イ
ン
ド
の
人
々
の
生
活
を

変
え
る
―
。
そ
の
目
標
を
掲
げ
て
Ｂ
Ｏ

Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
る
の
が
、
パ
ソ
コ

ン
製
品
な
ど
で
お
な
じ
み
の
日
本
電
気

株
式
会
社
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
だ
。

　Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
イ
チ
ゴ
。
こ
の
意
外
な
つ

な
が
り
は
、
２
０
０
５
年
、「
国
連
グ

ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
」※
へ
の
参

加
か
ら
始
ま
っ
た
。「
ビ
ジ
ネ
ス
を
通

じ
て
貧
困
削
減
に
取
り
組
も
う
と
、
活

動
場
所
に
選
ん
だ
の
が
イ
ン
ド
。Ｎ
Ｅ

Ｃ
の
生
産
拠
点
が
あ
り
、
将
来
、
市
場

と
し
て
大
き
く
な
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
か
ら
で
す
」
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
環
境
推

進
本
部
シ
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
村
上

雅
彦
さ
ん
は
話
す
。

　ま
ず
は
、
イ
ン
ド
で
農
村
の
生
活
改

善
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｉ
Ｃ
Ａ
文

化
事
業
協
会
と
連
携
し
、
情
報
収
集
を

行
っ
た
。「
現
地
で
話
を
聞
く
と
、
貧

海
を
渡
る

東
北
の
イ
チ
ゴ
栽
培
技
術

困
層
の
多
く
は
農
村
出
身
。
小
規
模
な

農
業
で
自
給
自
足
を
し
、
農
作
物
は
仲

買
人
に
買
い
た
た
か
れ
て
収
入
が
少
な

か
っ
た
」
と
村
上
さ
ん
。
若
者
は
仕
事

を
求
め
て
村
を
離
れ
、
地
方
部
で
は
過

疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
。
し
か
し
、
都

市
に
出
て
も
仕
事
に
就
け
ず
、
ス
ラ
ム

で
貧
困
に
苦
し
む
人
も
多
い
。

　若
者
た
ち
が
都
市
へ
出
ず
に
稼
げ
る

よ
う
、
農
業
を
も
っ
と
現
金
収
入
に
つ

な
げ
た
い
―
。
そ
う
村
上
さ
ん
が
考
え

て
い
た
こ
ろ
、
意
外
な
〝
縁
〞
が
生
ま

れ
た
。

　Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の
復

興
支
援
に
取
り
組
む
た
め
、
東
北
を
訪

れ
た
時
、「
宮
城
県
山
元
町
で
お
も
し

ろ
い
農
業
を
や
っ
て
い
る
企
業
が
あ

る
」
と
耳
に
挟
む
。
そ
れ
が
、
地
元
出

身
で
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
岩
佐
大
輝
さ

ん
と
イ
チ
ゴ
農
家
の
橋
元
忠
嗣
さ
ん
ら

が
立
ち
上
げ
た
株
式
会
社
Ｇ
Ｒ
Ａ
だ
っ

た
。　山

元
町
は
「
仙
台
い
ち
ご
」
の
産
地

だ
が
、
津
波
に
よ
り
イ
チ
ゴ
畑
は
ほ
と

ん
ど
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
故
郷
の
イ

チ
ゴ
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
、Ｉ
Ｔ
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
―
。
そ
こ
で
岩
佐
さ
ん
が
橋
元
さ
ん

の
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
開
発
し
た

の
が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
や

苗
の
養
分
量
な
ど
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
。こ
れ
に
よ
り
、

震
災
1
年
後
に
は
再
び
高
品
質
の
イ
チ

ゴ
を
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「な
ん
と
し
て
も
故
郷
を
復
興
さ
せ
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た
い
と
い
う
２
人
の
熱
意
に
胸
を
打
た

れ
ま
し
た
。東
北
と
イ
ン
ド
の
農
村
は
、

過
疎
化
な
ど
似
た
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
イ
ン
ド
で
も
こ
の
イ
チ
ゴ
栽
培
を

や
り
た
い
！
と
伝
え
る
と
、
彼
ら
も
新

天
地
で
の
挑
戦
に
賛
同
し
て
く
れ
ま
し

た
」
と
村
上
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　イ
ン
ド
で
も
イ
チ
ゴ
は
栽
培
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
れ
も
硬
く
て
酸
っ
ぱ
く
、

人
気
が
な
い
。
そ
こ
で
、
日
照
時
間
の

長
さ
が
イ
チ
ゴ
栽
培
に
最
適
な
プ
ネ
ー

の
農
村
に
、
山
元
町
の
甘
く
て
柔
ら
か

い
品
種
の
株
を
持
ち
込
ん
で
生
産
。
近

郊
の
大
都
市
で
直
接
販
売
す
れ
ば
、
高

く
売
れ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
。「
東
北

と
イ
ン
ド
と
い
う
思
わ
ぬ
〝
縁
〞
が
、

Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
付
き
ま
し

た
」
と
村
上
さ
ん
は
笑
う
。

　早
速
、Ｉ
Ｃ
Ａ
文
化
事
業
協
会
の
協

力
を
得
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
設
置

し
、
周
辺
の
農
村
か
ら
も
人
々
を
集
め

て
イ
チ
ゴ
栽
培
の
普
及
を
進
め
て
い

る
。「
生
計
向
上
に
つ
な
が
る
な
ら
、

ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
い
」
と
、
み
ん
な
興

味
津
々
だ
。

　イ
チ
ゴ
栽
培
に
必
要
な
デ
ー
タ
は
、

Ｇ
Ｒ
Ａ
の
シ
ス
テ
ム
と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
セ
ン

サ
ー
で
管
理
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
山
元
町
と
共
有
し
、
害
虫

な
ど
の
問
題
が
発
生
し
た
時
は
解
決
策

を
遠
隔
で
指
導
す
る
。Ｎ
Ｅ
Ｃ
な
ら
で

は
の
情
報
通
信
技
術
が
こ
こ
に
生
き
て

い
る
の
だ
。
今
後
、
こ
の
栽
培
シ
ス
テ

ム
の
知
識
を
持
っ
た
現
地
の〝
管
理
人
〞

も
育
成
し
て
い
く
。

　ま
た
、
販
売
ル
ー
ト
も
開
拓
中
だ
。

プ
ネ
ー
近
郊
の
大
都
市
ム
ン
バ
イ
の
５

つ
星
ホ
テ
ル
に
売
り
込
む
と
、「
高
品

質
な
日
本
の
イ
チ
ゴ
な
ら
ぜ
ひ
買
い
た

い
」と
好
感
触
。
富
裕
層
に
向
け
た〝
高

級
イ
チ
ゴ
〞
と
し
て
売
り
出
す
べ
く
、

市
場
の
開
拓
を
続
け
て
い
く
。

　「ま
だ
ま
だ
本
番
は
こ
れ
か
ら
。Ｎ
Ｅ

Ｃ
に
と
っ
て
、
農
業
と
い
う
新
し
い
分

野
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
」
と
村
上
さ
ん
は
期
待
を
込

め
る
。Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
だ
。

情
報
通
信
技
術
で

農
業
を
変
え
る

ＧＲＡの鶴巻伸寛さん（右）が、周辺の村か
ら集まった人々にイチゴの栽培方法を説明

ビニールハウスの中では、大人の胸の高さ
ほどの栽培棚にイチゴの苗が育つ

自分たちで収穫したイチゴを
試食する村の女性たち。満
面の笑みだ

余分な葉を摘み取るビニール
ハウスの管理人

イチゴが農村にもたらす希望

インド

from INDIA

成長の裏側には、貧しさから抜け出せない農村部の人々の暮らしがある―。
アジアの成長をけん引するインドで、日本電気株式会社（NEC）が
自社の技術を携えて貧困削減に立ち向かう。

ニューデリー

ムンバイ

プネー

!? 

※ミレニアム開発目標（MDGs）など、国連が掲げる目標の達成に取り組む企
業・団体が参加するネットワーク。145カ国で1万を超える企業・団体が署名。

インドで栽培された

山元町と同じ品種の

イチゴ。甘くて軟らかく、

高価格で販売できる

プロジェクトについてＮＥＣの
村上さんが説明。「現金収入
の手段がなかった女性に参
加してもらいたい」
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東北大が

15年の研究成果を

生かして開発した

足こぎ車いす

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の

車
い
す
を
広
め
た
い

n
d
」
だ
。

　「赤
ち
ゃ
ん
の
脇
を
支
え
て
足
を
床

に
付
け
る
と
、
無
意
識
に
、
歩
こ
う
と

ば
た
ば
た
さ
せ
ま
す
よ
ね
。
そ
の
人
間

の
反
射
的
な
力
を
利
用
し
て
ペ
ダ
ル
が

回
り
ま
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
こ
の

車
い
す
を
製
造
販
売
す
る
株
式
会
社
Ｔ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
鈴
木
堅
之
代
表
取
締
役
だ
。

　足
こ
ぎ
車
い
す
を
海
外
で
普
及
さ
せ

た
い
―
。
そ
う
鈴
木
さ
ん
が
思
っ
た
の

は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
障
害
者
を
支
援
す
る

知
り
合
い
か
ら
、
彼
ら
の
現
状
を
聞
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
社
会
的

地
位
が
低
く
、
仕
事
に
就
く
こ
と
も
難

し
い
。
自
立
で
き
ず
、
家
族
に
頼
り
き

り
だ
っ
た
り
、
施
設
に
ず
っ
と
入
れ
ら

れ
た
ま
ま
だ
っ
た
り
…
。「
そ
の
話
を

聞
い
て
、
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
」。

　彼
ら
が
社
会
復
帰
す
る
に
は
体
の
機

能
を
回
復
さ
せ
る
リ
ハ
ビ
リ
が
欠
か
せ
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な
い
が
、
そ
こ
に
も
問
題
が
。
大
き
な

病
院
で
は
リ
ハ
ビ
リ
が
行
わ
れ
て
い
る

も
の
の
、
地
方
の
病
院
で
は
人
材
や
設

備
が
足
り
な
い
。
そ
こ
で
、
足
こ
ぎ
車

い
す
を
移
動
手
段
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に
も
使
っ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
た
の
だ
。

　し
か
し
、
当
初
は
ベ
ト
ナ
ム
で
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
す
る
〝
ツ
テ
〞
が
な
か
っ

た
鈴
木
さ
ん
。
そ
こ
で
タ
ッ
グ
を
組
む

こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
一
般
社
団
法
人

re
:terra

の
渡
邉
さ
や
か
さ
ん
と
日

本
テ
ピ
ア
株
式
会
社
の
今
井
淳
一
さ
ん

だ
。

　３
人
を
つ
な
い
だ
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

〝
東
北
〞。
東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
リ

ハ
ビ
リ
に
使
っ
て
も
ら
お
う
と
避
難
所

に
足
こ
ぎ
車
い
す
を
送
る
活
動
を
し
て

い
た
鈴
木
さ
ん
。
渡
邉
さ
ん
も
被
災
地

で
中
小
企
業
支
援
を
し
て
い
た
こ
と
か

ら
意
気
投
合
し
た
。
そ
し
て
、〝
ベ
ト

ナ
ム
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
い
の
で
協

力
を
求
む
！
〞
と
い
う
渡
邉
さ
ん
の
呼

び
掛
け
に
応
じ
た
の
が
、
今
井
さ
ん
だ

っ
た
。「
震
災
時
に
中
国
に
駐
在
し
て

お
り
、被
災
地
支
援
が
で
き
な
か
っ
た
。

東
北
の
企
業
と
協
力
す
る
こ
と
で
、
間

接
的
で
も
復
興
に
貢
献
し
た
い
。
私
は

ベ
ト
ナ
ム
に
駐
在
し
た
経
験
が
あ
っ
た

の
で
、
現
地
で
の
調
整
な
ど
に
力
に
な

れ
る
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
」と
話
す
。

今
は
３
人
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
練

り
、
現
地
で
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。

　ま
ず
は
ベ
ト
ナ
ム
の
医
療
関
係
者
に

足
こ
ぎ
車
い
す
の
良
さ
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
理
学
療
法
士
の
青
年
海

外
協
力
隊
が
活
動
す
る
病
院
を
回
る

こ
と
に
。
現
物
を
見
せ
る
と
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
も
患
者
さ
ん
も
関
心
が
高

く
、
積
極
的
に
試
し
て
く
れ
た
。「
ベ

ト
ナ
ム
の
人
は
〝
良
い
も
の
は
良
い
〞

と
受
け
入
れ
て
く
れ
る
。
車
い
す
で

部
屋
を
一
周
す
る
患
者
さ
ん
の
笑
顔

を
見
た
時
は
感
動
し
ま
し
た
」
と
渡

邉
さ
ん
。
一
人
で
は
動
け
な
い
と
思

　
　
　
　
　
　
　

　「え
っ

　す
ご
い
！
自
分
で
動
け

る
！
」

　「次
は
私
に
も
乗
ら
せ
て
！
」

　ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
に
あ
る
国

立
バ
ク
マ
イ
病
院
。
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ

ー
の
一
室
で
は
、
車
い
す
の
試
乗
が
行

わ
れ
て
い
た
。半
身
に
ま
ひ
が
あ
る
人
、

片
足
が
不
自
由
な
人
も
い
る
が
、
す
ぐ

に
乗
り
こ
な
し
、
ス
イ
ス
イ
と
部
屋
中

を
動
き
回
る
。

　乗
る
と
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
車
い

す
―
。
そ
の
形
は
、
車
輪
を
手
で
こ
い

だ
り
電
動
で
動
か
す
一
般
的
な
も
の
と

は
違
う
。
少
し
で
も
足
先
を
動
か
せ
る

力
が
あ
れ
ば
、
半
身
が
ま
ひ
し
た
人
で

も
ペ
ダ
ル
を
こ
げ
る
優
れ
も
の
。
こ
れ

は
、
東
北
大
学
が
15
年
か
け
て
開
発
し

た
足
で
こ
ぐ
車
い
す
「
p
r
o
f
h
a-

リ
ハ
ビ
リ
を

将
来
へ
の
希
望
に

っ
て
い
た
人
が
、
自
分
の
力
で
動
け
る

よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
彼
ら
の
大
き
な

自
信
に
つ
な
が
る
と
分
か
っ
た
瞬
間
だ

っ
た
。

　現
在
は
、
訪
問
先
の
一
つ
だ
っ
た
バ

ク
マ
イ
病
院
で
、
リ
ハ
ビ
リ
の
メ
ニ
ュ

ー
の
一
つ
と
し
て
足
こ
ぎ
車
い
す
を
取

り
入
れ
て
も
ら
い
、
機
能
回
復
の
効
果

を
調
査
し
て
い
る
。「
１
週
間
使
っ
た

だ
け
で
も
、
寝
返
り
を
打
て
る
よ
う
に

な
っ
た
、
歩
け
る
距
離
が
長
く
な
っ
た

な
ど
、
日
常
生
活
の
動
作
に
改
善
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
」
と
鈴
木
さ
ん
は
う
れ

し
そ
う
に
話
す
。

　次
の
目
標
は
、
こ
の
効
果
を
全
国
に

広
め
る
こ
と
。
病
院
や
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
車
い
す
を
販
売
、
ま
た
は
リ
ー
ス

契
約
し
な
が
ら
普
及
を
目
指
す
。

　現
在
は
台
湾
や
日
本
で
行
っ
て
い
る

足
こ
ぎ
車
い
す
の
製
造
も
、
将
来
的
に

は
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に
移
し
、
コ
ス
ト
を

抑
え
て
い
く
計
画
だ
。「
フ
レ
ー
ム
の

素
材
を
現
地
で
手
に
入
る
安
い
も
の
に

変
え
る
な
ど
、〝
ベ
ト
ナ
ム
モ
デ
ル
〞

を
開
発
し
、
障
害
を
持
つ
人
々
に
生
産

を
担
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
鈴
木
さ
ん

は
展
望
を
語
る
。

　「こ
の
車
い
す
が
あ
れ
ば
、
孫
と
一

緒
に
カ
フ
ェ
に
行
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

め
る
わ
」。
そ
う
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

た
女
性
が
い
た
。
も
う
一
度
、
自
分
の

力
で
動
け
る
喜
び
を
―
。
足
こ
ぎ
車
い

す
が
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
希
望
の
光
と

な
っ
て
い
る
。

ケ
ガ
や
病
気
か
ら
の
回
復
に
欠
か
せ
な
い
リ
ハ
ビ
リ
。

し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
医
療
現
場
で
は
設
備
も
人
材
も
十
分
で
な
く
、

障
害
を
持
つ
人
々
の
社
会
復
帰
が
難
し
い
。

東
北
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
T
E
S
S
は
、
足
こ
ぎ
車
い
す
の
普
及
を
通
じ
て
、

こ
の
国
の
未
来
を
切
り
開
く
。

足
こ
ぎ
車
い
す
で

踏
み
出
す
一
歩

「自分で動けるなんて信じられ
ない！」半身まひの女性も車い
すに乗ってびっくり

ホーチミンでも、障害者団体のメ
ンバーに足こぎ車いすの乗り方
についてデモンストレーション

ハノイ

ベト ナ ム

from VIET NAM

！？

「ベトナムの人は新しいものに
も積極的に挑戦してくれます」
と鈴木さん（左端）。患者さんの
試乗に付き添う

バクマイ病院での足こぎ車いすの説明会。医師
やリハビリ担当者のほか、周辺の病院長、保健
省の職員も参加
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大量の土、水、燃料、そして人手が使われているレン
ガ作りの改善を目指す 衛生面に考慮して工夫を重ねる村瀬誠代表（右）

in ケニア 　電気が通っていないケニアの地方部で
よく使われる灯油ランプ。一度つけると、
部屋中が黒煙だらけ。灯油は価格が高い
上、健康にも悪く、火事の原因にもなっ
ている。人々の生活を照らす光を届けた
いと、パナソニックが普及を目指すのが
ソーラーランタン。晴れの日に太陽光に
当てると、6～8時間で充電完了。LED電
球が約8時間光る仕組みだ。コストはか
からず、環境への負荷もない。太陽光発
電や蓄電池など、省エネ分野で製品開発
で世界をリードしてきた同社。その技術
が詰め込まれた品質の高さがウリだ。

クリーンでコスト減！
ソーラーランタン

ソーラーランタンのおかげで夜でも部屋に明かりが
ともり、快適に過ごせるように

　バングラデシュでは、ガンジス川が運
んでくるきめの細かい土を使ったレンガ
作りが盛ん。しかし、レンガを焼く時に
大量の二酸化炭素が発生し、粉じんや灰
などが多く出る。製造に携わる人々の多
くは貧困層で、職場環境も過酷だ。
　そんなレンガの常識をくつがえしたの
が、美濃焼で知られる岐阜県多治見市の
亀井製陶が開発した“焼かずに”作るレ
ンガ。灰やプラスチックくずといった廃
棄物を主原料に、セメントなどを練り込
んで圧縮するオリジナル製法。二酸化炭
素や排水、ごみを一切出さず、日本では
道の舗装やガーデニング用品として使わ

焼かない！？
レンガ

ンガ。灰やプラスチックくずといった廃
棄物を主原料に、セメントなどを練り込
んで圧縮するオリジナル製法。二酸化炭
素や排水、
道の舗装やガーデニング用品として使わ亀井製陶株式

会社

in バングラデシュ

安全な水をたっぷりと！
“AMAMIZU”
タンクタンク

株式会社天水研究所

　私たちの命を支える水。バングラデシ
ュの沿岸部ではヒ素汚染や塩害が深刻
で、池の水や地下水の多くが飲み水には
向かない。現地の人々は昔から“モトカ”
と呼ばれる素焼きのかめに雨水をためて
飲んできたが、容量が100リットルと少な
く、すぐに割れてしまう。
　しかし、天水研究所が販売する 
“AMAMIZU”は違う。モルタル製のタ
ンクで、1,000リットルもの水をためるこ
とができる。製造コストは低く、頑丈で
15年以上使えるのが特徴だ。マラリアな
どを媒介する蚊が侵入しないようにタン
クのフタにはネットを、水をくむ時に直接
手で触らないようにタンクに蛇口を付け
たりと、現地の衛生事情に合わせて開発

を進めた。AMAMIZU本体や設置料金な
どを含めた販売価格をBOP層の手が届
くように設定し、タンクの維持管理や修
理方法についても指導を続ける。

in バングラデシュ
れている。今後バングラデシュで工場を
作り、現地の廃棄物を活用してレンガを
生産する体制を整えていく。

　ガーナの農村地域に続く赤土の
道。

雨期にはぬかるみ、農作物を市場ま
で運

べなかったり、病気になってもお医
者さ

んに診てもらえないなんていうこと
も日

常茶飯事だ。

　そんな道を簡単に直す方法を伝え
てい

るのが、NPO法人道普請人。必要
なの

は土のうだけ。ぬかるんでしまう部分
の

土を袋に入れ、それを敷きつめたら
上か

らたたいて平らに固める。最後に土
をか

ぶせれば、雨が降ってもぬかるまない
道

の完成だ。今後は住民グループを組
織化

し、道の改修を請け負うことで、現金
収

入のアップを目指す。

みんなの力で道を直す！

土のう工法
んに診てもらえないなんて

常茶飯事だ。

　そんな道を簡単に直す方法を伝え
てい

るのが、NPO法人道普請人。必要
なの

土を

みんなの力で道を直す！

土のう工法

NPO法人道普請人

in ガーナ 　トイレに注がれる茶色い液体。その正

体は、オーガニック・ソリューションズ・ジ

ャパンがルワンダで販売している“消臭

剤”。乳酸菌や酵母、枯草菌を独自の製

法で培養したものだ。

　ルワンダでは、ほとんどの家庭のトイ

レがくみ取り式。汚物処理が適切に行わ

れていないため、トイレ＝汚い場所とい

うイメージが強く、草むらなどで済ませて

しまう人も。この消臭剤を定期的にトイ

レに入れれば、悪臭のもととなるアンモ

ニアなどの分解を早め、臭いがなくなる。

赤痢などの病原菌を媒介するハエなど

が集まらなくなり、病気の予防にも効果

的だ。

トイレが快適に！

微生物を使った
消臭剤

株式会社オーガニック・
ソリューションズ・ジャパン

村々を回って消臭剤を販売するスタッフ。使い方は

トイレに入れるだけ

土のうを敷きつめてみんなでたたいて平
らにする。

必要な器具も村にあるもので簡単に作れ
る

in ルワンダ

パナソニック株式会社

ここがすごい！
ニッポン●技術 

ビジネスを通して、開発途上国の人々の生活を改善したい―。
そんな企業やNGOの新しい取り組みを支えるのが“ニッポンの技術”だ。

特集 BOP BUSINESS

新たな市場はココだ！

の
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国
際
協
力
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、日

本
の
民
間
企
業
と
の
連
携
を
進
め
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
民
間
連
携
事
業
部
。開
発
途

上
国
の
貧
困
層
を
対
象
に
し
た
Ｂ
Ｏ

Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
す
べ
く
、川
谷
暢

宏
さ
ん
は
、日
本
企
業
の
取
り
組
み
を

後
押
し
し
て
い
る
。

　

中
学
２
年
生
の
時
、
留
学
生
と
一
緒
に
平
和
に

つ
い
て
考
え
る
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。
長
崎
や
沖
縄
に
行
っ
て
戦
争
体
験
者
か

ら
話
を
聞
い
た
り
、防
空
壕
の
跡
地
を
見
学
し
て
、

意
見
交
換
し
ま
し
た
。中
国
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
、

太
平
洋
戦
争
の
舞
台
と
な
っ
た
国
か
ら
の
留
学
生

が
多
く
、
彼
ら
が
ど
ん
な
思
い
で
参
加
し
て
い
る

の
か
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
話
し
て
み
る
と
、「
悲
惨
な
こ
と
ば
か

り
の
戦
争
を
な
く
し
て
、
よ
り
良
い
未
来
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
」
と
前
向
き
で
し
た
。
世
界
を
も

っ
と
知
り
、
平
和
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
―
。

海
外
に
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
私
も
そ
ん
な
思

い
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
大
学
院
で
開

発
経
済
学
を
専
攻
。
開
発
途
上
国
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
学
ぶ
う
ち
に
、
実
際
に
支
援
に
携
わ
り
た

い
と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

２
年
目
に
配
属
さ
れ
た
社
会
開
発
部
（
当
時
）

で
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
で
高
速
道
路
整

備
の
調
査
を
担
当
し
ま
し
た
。
人
口
が
多
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
時
は
公
共
交
通
機
関
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
道
路
整
備
も
追
い
付
か
ず
、
交
通
渋
滞

が
深
刻
な
問
題
に
。
で
も
、
政
府
に
は
膨
大
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
だ
け
の
資
金
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
の
が
、
官
民
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の
導
入
。
政
府
だ

け
で
な
く
民
間
企
業
の
資
金
も
使
い
な
が
ら
、
道

路
を
整
備
し
よ
う
と
提
案
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
当
時
は
官
民
連
携
は
政
府
や
企
業
の

関
係
者
に
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
少
し
で
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
関
係
省
庁
を
訪
れ
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開

い
た
り
し
ま
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
の

役
人
た
ち
の
前
で
話
す
の
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

政
府
と
企
業
の
資
金
を
合
わ
せ
れ
ば
、
今
ま
で
で

き
な
か
っ
た
道
路
整
備
も
可
能
に
な
り
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
む
こ
と
も
で
き
る
は
ず

だ
と
、
何
度
も
説
明
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
な
か
な
か
理
解
が
広
ま
ら
ず
、
私
の

在
任
中
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
と
て

も
悔
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
思
い
を
抱
え
た
ま
ま
、
そ
の
後
に
民
間

連
携
事
業
部
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
今
度
こ
そ
は

官
民
連
携
を
実
現
さ
せ
た
い
と
、
現
在
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
。
日
本
企
業
に
よ

る
貧
困
層
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
後
押
し
し
て
い
ま
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JICA民間連携事業部
連携推進課 

兼 海外投融資第1課

川谷暢宏
KAWATANI Nobuhiro

大学院修了後、2003年に
JICAに就職。アジア第二部
（当時）、社会開発部（当時）、
パキスタン事務所を経て、
2010年6月から現職。

Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
で

貧
困
削
減
に
取
り
組
み
た
い

ベトナムで官民連携のインフラ整備について話し合う川谷さん（右）

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
で

あ
れ
ば
、
企
業
は

利
益
を
確
保
す
る

た
め
に
、
現
地
の

人
を
積
極
的
に
雇

い
、
技
術
を
改
良

し
、
さ
ら
に
そ
れ

を
周
辺
地
域
へ
と

拡
大
さ
せ
て
い
く
。

収
益
が
上
が
る
限

り
、
持
続
的
に
発

展
し
て
い
く
の
で
貧
困
削
減
に
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

日
本
企
業
か
ら
も
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
貧
困
層
を
対
象
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
挑
戦
で
す
。「
こ
の
技
術
を
使
っ
て
ビ

ジ
ネ
ス
は
で
き
な
い
か
」、「
あ
の
国
の
市
場
規
模

は
ど
れ
く
ら
い
か
」
な
ど
、
各
企
業
の
問
い
合
わ

せ
に
応
じ
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
途
上
国
支
援
の
経
験

か
ら
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
の
構
想
を
、
事
業
展
開
に
つ
な
げ
る
た

め
の
調
査
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

官
民
連
携
も
徐
々
に
普
及
が
進
み
、Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ

ジ
ネ
ス
も
事
業
化
に
向
け
て
大
き
く
動
き
出
し
て

い
ま
す
。
そ
の
過
程
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は

大
き
な
や
り
が
い
で
す
が
、ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

企
業
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、
一
つ
で
も
多
く
の
成

功
例
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

From Headquarters

留
学
生
と
共
に

平
和
な
未
来
を
考
え
る

官
民
連
携
で

都
市
交
通
の
改
善
を
目
指
す

民
間
企
業
と

途
上
国
を
つ
な
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス

パキスタン事務所では税関の能力強化を支援した
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４
月
15
日
、
日
本
政
府
は
イ
ン
フ
ラ
・
シ
ス
テ
ム

の
海
外
展
開
や
経
済
協
力
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
第

２
回
経
協
イ
ン
フ
ラ
戦
略
会
議
」
を
開
き
、
円
借
款

の
戦
略
的
活
用
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

開
発
途
上
国
の
政
府
に
低
利
で
長
期
の
資
金
を
貸

し
付
け
る
円
借
款
は
、
こ
れ
ま
で
も
人
々
の
暮
ら
し

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
日
本
政
府
は
円
借
款
の
積
極
的
な
活
用
を
さ
ら

に
推
進
す
べ
く
、
重
点
分
野
の
見
直
し
、
金
利
の
引
き

下
げ
な
ど
を
行
う
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
発
生

後
の
復
旧
段
階
で
発
生
す
る
資
金
需
要
に
対
し
て

迅
速
な
支
援
を
行
う
「
災
害
復
旧
ス
タ
ン
ド
バ
イ
借

款
」
を
導
入
。
さ
ら
に
、
日
本
の
優
れ
た
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
移
転
す
る
こ
と
で
〝
顔
の
見
え
る
援
助
〞
を

0203
沖
縄
県
と
連
携
し
、島
の
知
見
を
生
か
し
た
協
力
を
強
化

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
年
々
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
民

間
連
携
事
業
を
強
化
す
る
た
め
、
４
月
１
日

付
け
で
民
間
連
携
事
業
部
（
旧
：
民
間
連
携

室
）、
中
小
企
業
支
援
室
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
日
本
国
内
の
経
済
が
伸
び
悩
み
を

見
せ
る
中
、
経
済
成
長
著
し
い
新
興
国
、
開

発
途
上
国
が
新
た
な
市
場
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
自
社
の
優
れ

た
製
品
や
技
術
を
生
か
し
て
海
外
で
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
を
図
る
民
間
企
業
も
徐
々
に
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
海
外
に
関
す
る
知
見
や
業
務

経
験
の
不
足
、
事
業
資
金
の
確
保
が
障
害
と

な
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
各
省
庁
や
政
府
機
関
が
一
体
と
な

り
、
企
業
規
模
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
で
日
本
企
業
の
海
外
展
開
を
後
押
し

す
る
動
き
が
高
ま
っ
て
お
り
、
中
で
も
途
上

国
で
の
豊
富
な
事
業
経
験
と
広
範
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
有
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
、
途
上
国
で
の
官

民
連
携
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
イ

ン
フ
ラ
事
業
）
や
貧
困
層
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｂ

Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
）
な
ど
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
10

月
に
は
、
民
間
部
門
に
よ
る
途
上
国
で
の
開

発
事
業
に
対
す
る
出
資
、
融
資
を
行
う
海
外

投
融
資
事
業
も
本
格
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
中
小
企
業
支
援
室
は
、
３
月
26
日
〜

４
月
末
に
か
け
て
、
外
務
省
、
経
済
産
業
省
、

独
立
行
政
法
人
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
）、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
と
の
共
催
で
、
全
国
30
カ
所
以
上
で
事

業
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
会
場
で

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
主
な
支
援
策
と
し
て
、Ｂ
Ｏ

Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
現
の
た
め
の
協
力
準
備
調

査
、
企
業
の
製
品
・
技
術
の
普
及
を
後
押
し

す
る
民
間
提
案
型
普
及
・
実
証
事
業
、
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
の
育
成
の
た
め
に
社
員
を
途
上

国
へ
派
遣
す
る
民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
。
参
加
企
業
か
ら
は
、

「
海
外
に
強
い
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
策
を
聞
け

て
参
考
に
な
っ
た
」、「
各
支
援
策
の
違
い
や

活
用
方
法
が
よ
く
分
か
っ
た
」、「
青
年
海
外

協
力
隊
員
と
し
て
社
員
を
派
遣
す
れ
ば
、
海

外
展
開
の
糸
口
を
つ
か
め
る
」
な
ど
、
前
向

き
な
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今
回
の
組
織
改
編
を
通
じ

て
、
よ
り
一
層
、
民
間
連
携
事
業
を
強
化
、

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
29
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
沖
縄
県
と
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
締
結
す
る
の

は
こ
れ
が
初
め
て
で
す
。

　

国
内
唯
一
の
亜
熱
帯
地
域
で
あ
る
沖
縄
県
は
、
島

し
ょ
で
あ
る
こ
と
、
独
自
の
歴
史
文
化
を
有
す
る
こ

と
な
ど
の
特
徴
を
持
ち
、
地
理
的
・
気
候
的
に
ア
ジ

ア
太
平
洋
の
国
々
と
類
似
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
連

携
を
機
に
、
沖
縄
が
培
っ
て
き
た
技
術
や
知
見
を
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
を
中
心
と
し
た
開
発
途
上
国
の
開
発

に
よ
り
一
層
生
か
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
実
施
し
て
き
た
水
資

源
管
理
、
廃
棄
物
管
理
、
観
光
開
発
、
平
和
の
発

信
、
Ｉ
Ｔ
技
術
な
ど
の
分
野
で
の
協
力
を
よ
り
効
果

的
な
も
の
に
す
る
た
め
、
沖
縄
県
内
の
自
治
体
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
民
間
企
業
、
大
学
な
ど
が
〝
オ
ー
ル
沖
縄
〞

と
し
て
連
携
し
、
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
協
力

を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新体制で民間企業の海外展開を後押し 01

　

沖
縄
県
庁
で
の
署
名
式
に
は
、
田
中
明
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
理
事
長
と
仲
井
眞
弘
多
沖
縄
県
知
事
が
出
席
。

田
中
理
事
長
は
、「
こ
れ
ま
で
以
上
に
沖
縄
県
と
一

緒
に
な
っ
て
途
上
国
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
仲
井
眞
知
事

は
「
ち
む
ぐ
り
さ

ん
（
一
緒
に
苦
し

み
を
分
か
ち
合

う
）の
精
神
で
、沖

縄
と
途
上
国
は
共

に
学
び
合
え
る
。

国
際
協
力
の
拠
点

と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
沖
縄
セ
ン
タ
ー

を
さ
ら
に
活
用
し

た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

円
借
款
の
戦
略
的
活
用
で
、国
づ
く
り
を
支
え
る

円借款で整備が進められてい
るベトナムのカイメップチーバ
イ港

連携協定に署名した田中理事長（左）と仲井眞
沖縄県知事

促
進
す
る
「
本
邦
技
術
活
用
条
件
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）」
に

つ
い
て
、
日
本
企
業
と
途
上
国
双
方
に
と
っ
て
よ
り

魅
力
あ
る
制
度
に
な
る
よ
う
改
善
し
ま
し
た
。

　

円
借
款
の
実
施
を
担
う
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
今
回
導

入
・
改
善
さ
れ
た
制
度
の
着
実
な
適
用
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

仙台市で行われた事業説明会。多くの企業が集まり関
心の高さが伺えた

セネガルでは、民間企業による貧困層を対象とした水
ビジネスの調査を支援



九
州
の
小
学
校
で
教
員
を
務
め
て
い
た
本
多
さ
ん
。
退
職
後

に
参
加
し
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
出
稼
ぎ
で
日
本

に
や
っ
て
き
た
女
性
た
ち
に
出
会
っ
た
。
開
発
途
上
国
で
暮
ら

す
家
族
を
支
え
る
た
め
だ
と
い
う
。
異
国
の
地
で
必
死
に
働
く

彼
女
ら
を
支
え
た
い―

。
本
多
さ
ん
は
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人

女
性
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
就
職
し
、
生
活
の
悩
み
相
談
や
就

職
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
貧
困
や
女
性
へ
の
差
別
と
い
う
新
た

な
途
上
国
の
問
題
を
知
る
。
教
員
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
、

現
場
で
役
に
立
て
な
い
か
と
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の

参
加
を
決
め
た
。

　そ
し
て
配
属
さ
れ
た
の
が
、
ズ
フ
ー
ル
第
二
女
子
中
学
校
。

こ
の
学
校
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
あ
る
も
の
の
、
隣
国
イ
ス
ラ
エ
ル
と

の
紛
争
で
故
郷
を
追
わ
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
が
通
っ
て
い

る
。
本
多
さ
ん
は
、
難
民
の
子
ど
も
た
ち
に
体
育
を
教
え
る
べ

く
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
。

　し
か
し
、
い
ざ
体
育
の
授
業
を
見
て
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が―

。
例
え
ば
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
授
業
で
は
、
上
手

な
生
徒
だ
け
が
試
合
に
参
加
し
、
そ
れ
以
外
は
コ
ー
ト
脇
で
パ

ス
練
習
。
教
員
も
一
部
の
生
徒
に
ば
か
り
指
導
し
て
い
た
。

　こ
れ
で
は
本
来
の
体
育
の
授
業
に
な
っ
て
い
な
い
。「
体
格

や
能
力
に
差
が
あ
る
生
徒
が
協
力
し
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
一
緒

に
後
片
付
け
を
す
る
。
体
育
は
、
社
会
で
生
き
て
い
く
上
で
必

要
な
こ
と
を
教
え
る
場
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
本
多
さ

ん
。
母
国
を
離
れ
て
厳
し
い
環
境
で
暮
ら
す
難
民
の
子
ど
も
た

ち
に
、
体
育
を
通
じ
て
、
心
を
鍛
え
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
。

　そ
こ
で
取
り
入
れ
た
の
が
、
全
員
が
平
等
に
参
加
で
き
る
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
長
縄
跳
び
。
生
徒
の
団
結
力
を
高
め
る
た
め
、

日
本
で
の
教
員
時
代
に
も
指
導
経
験
が
あ
っ
た
競
技
だ
。
ま
ず

開
発
途
上
国
の

教
育
現
場
に
立
ち
た
い
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は
現
地
の
教
員
と
ル
ー
ル
や
指
導
方
法
を
共
有
し
、
授
業
に

取
り
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
に
。
さ
ら
に
、
生
徒
た
ち
が
目
標

を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
周
辺
の
８
つ
の
小
学
校
で
競

う
対
抗
戦
〝
ス
マ
イ
ル
カ
ッ
プ
〞を
企
画
し
た
。

　し
か
し
、
本
多
さ
ん
が
目
指
す
体
育
は
な
か
な
か
浸
透
し

な
か
っ
た
。
教
員
は
相
変
わ
ら
ず
、
上
手
な
生
徒
へ
の
指
導

ば
か
り
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
た
。「
学
校
の
名
誉
を
守
る
た
め
に
も
、
ス
マ
イ
ル

カ
ッ
プ
で
は
確
実
に
勝
て
る
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
を
選
び
た
い
」

と
教
員
の
一
人
に
言
わ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
。

　そ
れ
で
も
本
多
さ
ん
は
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
。「
ボ
ー
ル
を

キ
ャ
ッ
チ
で
き
な
く
て
も
、
よ
け
る
の
が
得
意
な
子
も
い
る
。

協
力
す
れ
ば
良
い
結
果
を
出
せ
る
こ
と
を
学
べ
る
よ
う
、
多
く

の
生
徒
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
す
」。
そ
う
訴
え

続
け
、
運
動
が
苦
手
な
生
徒
に
も
積
極
的
に
指
導
を
続
け
た
。

　す
る
と
、
変
わ
り
始
め
た
の
は
生
徒
た
ち
だ
っ
た
。
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
な
い
と
勝
て
な
い
と
、
空
き
時
間
を
見
つ

け
て
練
習
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
ま
た
、
以
前
は
ボ
ー

ル
に
当
た
っ
て
も
外
野
に
出
な
い
子
が
多
か
っ
た
が
、
次
第

に
ル
ー
ル
を
守
っ
て
試
合
が
で
き
る
よ
う
に
。
長
縄
が
足
り
な

け
れ
ば
、
洗
濯
用
の
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
練
習
し
、
交
替
で
縄
を

回
す
な
ど
協
力
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　そ
ん
な
生
徒
の
姿
を
見
て
教
員
に
も
変
化
が―

。「
ス
マ
イ

ル
カ
ッ
プ
を
楽
し
み
に
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
る
生
徒
を
見
る

と
、
優
勝
は
二
の
次
で
い
い
か
ら
、
全
員
を
参
加
さ
せ
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
を
み
ん
な
で
共
有
で

き
る
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
ね
」。
本
多
さ
ん
が
訴
え
続
け
た

思
い
が
、
つ
い
に
伝
わ
っ
た
の
だ
。

　よ
う
や
く
根
付
き
始
め
た
体
育
の
授
業
。
本
多
さ
ん
の
次
の

目
標
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
が
通
う
周
辺
の
学
校
に
も
広
め
て

い
く
こ
と
。
生
徒
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
授
業
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
全
力
で
指
導
を
続
け
て
い
く
。

「
次
は
体
育
だ
！
」

教
室
を
勢
い
よ
く
飛
び
出
す
子
ど
も
た
ち
。
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
向
か
う
先
は
校
庭
。
こ
れ
か
ら
待
ち
に
待
っ
た
体
育
の
授

業
だ
。

中
東
の
国
ヨ
ル
ダ
ン
の
首
都
ア
ン
マ
ン
。
約
３
０
０
人
が
通

う
ズ
フ
ー
ル
第
二
女
子
中
学
校
で
は
、
体
育
の
授
業
が
一
番
人

気
。
こ
の
日
は
、
み
ん
な
が
大
好
き
な
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
だ
。
ま

ず
は
準
備
運
動
。
そ
れ
が
終
わ
っ
た
ら
、い
よ
い
よ
試
合
開
始
だ
。

生
き
生
き
と
ボ
ー
ル
を
投
げ
合
う
生
徒
の
姿
を
見
守
っ
て
い

る
の
が
本
多
須
美
子
さ
ん
。
こ
の
中
学
校
で
体
育
を
教
え
て
い

る
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。

長崎県出身。大学卒業後、小学
校教員として勤務。退職後、
NPO法人アジア女性センター
に就職。2011年9月から、シニ
ア海外ボランティア（体育教育）
としてヨルダンで活動中。

PROFILE

a.「リラックスして跳んでみよう！」と、跳び方のコツを指導する本多さん
b.スマイルカップが終わると後片付け。競技だけでなく、社会のルールも学ぶ
c.時間が足りないと軽視されていたウオーミングアップも、本多さんの指導できちんと行われるように
d.現地の教員向けにワークショップを開き、体育教育の目的や授業の進め方などを伝える

本
多

　須
美
子

JICA 
Volunteer  

Story

b a

�
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
�

HONDA
Sumiko

さん

「
体
育
の
授
業
を
通
じ
て

  

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
後
押
し
し
た
い
」

パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
が
多
く
暮
ら
す
ヨ
ル
ダ
ン
の
首
都
ア
ン
マ
ン
。シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
本
多
須
美
子
さ
ん
は
、

中
学
生
が
楽
し
み
な
が
ら
〝
生
き
る
力
〞
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、体
育
の
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

み
ん
な
が
参
加
で
き
る

体
育
の
授
業
に
し
た
い

学校対抗のスマイルカップでドッジボールの試合の審判を務める本多さん（右）

d

c

アンマン
ヨルダン



　「
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
は
ど

う
す
る
？
」

　「
表
に
は
ロ
ゴ
を
載
せ
た
方
が
分
か
り
や
す

い
よ
ね
」

　「
団
体
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
入
れ
た
ら
？
」

　
日
曜
の
昼
下
が
り
、
東
京
都
内
の
閑
静
な

住
宅
街
―
。
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
議
論
し
て

い
る
の
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Nature Saves Ca-

m
bodia-Japan

（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｊ
）
の
メ
ン
バ
ー

た
ち
。
今
日
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、
団
体
の
新
し

い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
。
休
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
日
は
８
人
の
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
っ
た
。

　
作
家
の
山
本
賢
蔵
さ
ん
、
写
真
家
の
石
井

麻
木
さ
ん
を
代
表
に
、
２
０
０
９
年
に
産
声

を
上
げ
た
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｊ
。
団
体
の
ロ
ゴ
は
ふ
わ

ふ
わ
の
〝
綿
〞。
活
動
の
目
的
は
「
地
雷
原

を
天
然
の
綿
畑
に
す
る
こ
と
」
だ
。

　「
見
て
し
ま
っ
た
、
知
っ
て
し
ま
っ
た
責

任
」

　
石
井
さ
ん
は
、Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｊ
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
の
一
つ
に
加
え
た
理
由
を
そ
う
話
す
。
フ

ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
を

見
て
き
た
彼
女
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
被
害
者
と
の
出
会
い
は

衝
撃
だ
っ
た
。
内
戦
時
代
に
埋
め
ら
れ
た
地

雷
は
４
０
０
万
〜
６
０
０
万
個
。
一
面
の
綿

畑
も
さ
ら
地
と
な
り
、
今
も
そ
こ
に
は
、
人
々

の
〝
脅
威
〞
と
し
て
地
雷
が
眠
っ
て
い
る
。

　
か
つ
て
テ
レ
ビ
局
の
記
者
だ
っ
た
と
い
う

山
本
さ
ん
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
駐
在
し
て
い

た
時
、
身
近
な
人
た
ち
が
地
雷
被
害
で
苦
し

む
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
転
機
と
な
っ

た
の
は
、
地
雷
で
足
を
失
っ
た
夫
婦
と
の
出

会
い
。「
彼
ら
と
一
緒
に
希
望
の
種
を
育
て

ら
れ
た
ら
」
と
、
退
職
後
に
本
業
の
か
た
わ

ら
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
た
。

　
そ
し
て
山
本
さ
ん
た
ち
を
通
じ
て
、
人
か

ら
人
へ
、
日
本
国
内
で
も
そ
の
思
い
は
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
。
作
家
の
柳
田
邦
男
さ
ん
を

は
じ
め
、
絵
本
作
家
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
、織
物
作
家
、映
画
監
督
、編
集
者
…
。

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
が
集
ま
り
〝
芸
術
家

集
団
〞
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
誕
生
し
た
。

　
地
雷
原
で
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
の

栽
培
と
併
せ
て
、
も
っ
と
現
地
の
人
々
の
雇

用
に
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
―
。
そ

こ
で
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｊ
が
も
う
一
つ
の
活
動
の
柱
に

据
え
た
の
が
、
栽
培
し
た
綿
を
使
っ
た
織
物

の
製
作
。
し
か
し
内
戦
の
時
代
を
経
て
、
多

く
の
家
庭
で
は
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た

技
術
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
山
本
さ
ん
た
ち
は
村
か
ら
村
へ
と

訪
ね
歩
き
、
か
つ
て
〝
名
人
〞
と
も
呼
ば
れ

た
３
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見
付
け
出
し

た
。「
新
し
い
道
具
は
使
え
ん
よ
…
」。
そ
ん

な
彼
女
ら
の
声
を
聞
き
、
蔵
の
中
に
眠
っ
て

い
た
糸
車
を
ひ
っ
ぱ
り
出
し
、
大
工
に
修
理

し
て
も
ら
っ
た
。
す
る
と
糸
車
に
触
れ
た
瞬

間
、
昔
の
感
覚
を
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
、

彼
女
ら
は
糸
を
紡
ぎ
始
め
た
の
だ
。
そ
の
軽

や
か
な
手
付
き
は
、
魔
法
の
よ
う
に
も
見
え

た
。

　
昨
年
秋
に
は
、Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｊ
の
心
強
い
メ
ン

バ
ー
の
一
人
、
織
物
作
家
の
岡
本
昌
子
さ
ん

が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
飛
ん
だ
。
素
材
も
技
術
も

そ
ろ
っ
て
い
る
。
あ
と
は
売
れ
る
も
の
が
作

れ
る
よ
う
に
、
デ
ザ
イ
ン
や
品
質
に
〝
ひ
と

工
夫
〞
が
必
要
だ
と
、
彼
女
が
ひ
と
肌
脱
ぐ

こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。「
良
い
も
の
が
作
れ

る
な
ら
何
で
も
学
び
た
い
」。
ど
の
村
を
訪

ね
て
も
、
次
々
と
質
問
が
投
げ
掛

け
ら
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
初
め

て
足
を
運
ん
だ
と
い
う
岡
本
さ
ん

は
、「
こ
の
国
の
人
た
ち
が
、
自
信

を
持
っ
て
織
物
作
り
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
共
に
悩
み
、

共
に
喜
び
合
い
な
が
ら
歩
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
す
。

　
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｊ
に
は
専
任
の
ス
タ
ッ
フ

は
い
な
い
。
み
ん
な
本
業
を
持
ち
な

が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で
の

活
動
だ
。
現
地
に
足
を
運
ぶ
メ
ン

バ
ー
も
い
れ
ば
、
日
本
で
縁
の
下
で

活
動
を
支
え
る
メ
ン
バ
ー
も
い
る

が
、
そ
の
思
い
は
一
つ
。「
一
歩
ず

つ
着
実
に
、
身
の
丈
に
合
っ
た
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
い
う
。

　
と
は
い
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

め
方
、
資
金
繰
り
、
広
報
の
ア
プ
ロ

手
と
手
を
携
え
て

歩
み
続
け
る

NPO法人
Nature Saves 
Cambodia-Japan

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

人
と
人
の
縁
が
つ
な
い
だ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
誕
生

綿畑であいましょう

ー
チ
…
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
よ
り
良
い
活
動
を

す
る
た
め
に
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
盛
り

だ
く
さ
ん
だ
。
そ
こ
で
事
務
局
長
の
野
澤
敦

子
さ
ん
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
に
参
加
し
た
り
、

他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
情
報
共
有
を
図
っ
た
り
と
、

組
織
力
の
強
化
に
奔
走
し
て
い
る
。「
一
人
で

は
何
も
で
き
な
い
。
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

仲
間
た
ち
と
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
歩

み
続
け
て
い
き
た
い
」。
そ
ん
な
彼
ら
の
地
道

な
活
動
が
目
に
留
ま
り
、
キ
ユ
ー
ピ
ー
株
式

会
社
の
社
会
貢
献
活
動
「
Ｑ
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
」※
の

支
援
団
体
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
国
内
で
も
サ

ポ
ー
タ
ー
の
輪
が
広
が
り
始
め
て
い
る
。

　「
綿
畑
で
あ
い
ま
し
ょ
う
」。
こ
れ
は
、Ｎ

Ｓ
Ｃ
Ｊ
の
新
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
。

　
一
人
で
も
多
く
の
人
に
幸
せ
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
に
―
。Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｊ
の
メ
ン
バ
ー
の
温

か
な
思
い
は
、
海
を
超
え
て
真
っ
白
な
綿
畑

に
届
き
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
生
み
出
し

て
い
る
。

村の女性に手紡ぎの技術指導を
する岡本さん（右）。「やる気も技
術もある。レベルの高い製品作り
ができると確信しています」

かつて地雷が埋められていた場所が天然の綿畑に。真っ白なオーガニッ
クコットンが栽培されている

※キューピーの従業員が社会・環境団体に行う寄附をサポートする取り組み。従業員は毎月100円１口を給料か
ら天引きし、会社側は従業員の積立金と同額を支援するシステム。

若い世代の人も織物作りに多くかかわってくれるようになってきた

JICAのアドバイザー派遣制度を通じて、NGO運営の経験
豊富な山崎唯司さん（左手前）のアドバイスを受けるNSCJ
のメンバー。柳田さん（右端）は「それぞれの専門性を生かし
て、地道に、着実に支援していければ」と話す

長年にわたる内戦の末、いまだ多くの地雷が眠るカンボジア。
すべての地雷を取り除き、一面を天然の綿畑にできたならー。
NPO法人Nature Saves Cambodia-Japanのメンバーは、

人々の幸せを願い活動を続けている。

○c Maki Ishii

プノンペン

カンボジア

○c Maki Ishii
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味
が
あ
る
」、「
外
国
の
人
と
交
流
し
た
い
」、「
国

際
協
力
を
し
て
み
た
い
」。
そ
ん
な
思
い
を
持

っ
た
生
徒
た
ち
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
く
る
。

「
高
校
生
で
も
国
際
貢
献
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」。
３
年
前
に
こ
の
授
業

を
始
め
た
佐
藤
吾
朗
先
生
は
、
そ
う
力
強
く
話

す
。
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
佐
藤
先
生
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
理
数
科
教
師
と
し
て
活
動
。
そ

の
後
ガ
ー
ナ
で
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
援
業
務
に
携
わ
っ
た
。
途
上
国
で
築
い
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
生
徒
に
も
世
界

に
目
を
向
け
て
も
ら
え
た
ら
―
。
生
徒
一
人
一

人
に
活
動
中
の
協
力
隊
員
を
紹
介
し
、
メ
ー
ル

で
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。
現
地
の

生
活
、
文
化
な
ど
、
気
に
な
っ
た
こ
と
を
隊
員

か
ら
直
接
聞
け
る
経
験
は
貴
重
。
そ
の
驚
き
と

発
見
を
授
業
で
共
有
し
て
い
る
。

あ
る
日
の
授
業
で
の
こ
と
。「
ガ
ー
ナ
の
小

学
生
は
算
数
が
苦
手
」
と
い
う
話
題
に
な
っ

た
。
な
ん
で
苦
手
な
ん
だ
ろ
う
―
。
そ
ん
な

疑
問
を
抱
い
た
生
徒
た
ち
。
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
み
ん
な
で
話
し
合
い
、

ガ
ー
ナ
の
小
学
生
に
テ
ス
ト
を
す
る
こ
と
に
。

現
地
の
小
学
校
で
活
動
す
る
隊
員
た
ち
の
協

力
の
下
、
甲
陵
高
校
の
〝
計
算
力
調
査
〞
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

ま
ず
は
、
足
し
算
と
引
き
算
が
き
ち
ん
と
で

き
る
の
か
な
ど
、
基
礎
学
力
を
調
べ
る
こ
と

に
。
数
の
小
さ
い
も
の
か
ら
大
き
い
も
の
ま

で
、
20
問
作
っ
て
現
地
の
隊
員
に
送
っ
た
。

そ
れ
を
、
４
校
の
３
年
生
と
４
年
生
、
計
２

３
７
人
に
解
い
て
も
ら
っ
た
の
だ
。

返
っ
て
き
た
解
答
を
、
み
ん
な
で
丸
付
け
し

て
み
る
と
…
。

27
+
７=

36
。
バ
ツ
。「
解
答
用
紙
に
27
本
、

７
本
の
棒
が
書
い
て
あ
る
。
数
え
間
違
え
た

ん
だ
ね
」。

60
―
６=

66
。
バ
ツ
。「
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
記

号
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
の
か
な
」。

計
算
を
間
違
え
て
い
た
ら
、
原
因
を
探
る
。

「
単
純
に
数
を
数
え
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ

れ
を
応
用
す
る
こ
と
が
苦
手
な
よ
う
で
し
た
」

と
菅
原
荘
太
郎
く
ん
。「
日
本
の
小
学
生
な
ら

で
き
る
の
に
…
」
と
石
井
菜
月
さ
ん
も
驚
い

た
様
子
だ
。

丸
付
け
が
終
わ
っ
た
ら
、
今
度
は
正
答
率
を

表
に
ま
と
め
る
。
正
答
率
が
特
に
低
い
問
題

に
、
課
題
が
隠
れ
て
い
る
は
ず
―
。
結
果
は
、

二
桁
の
筆
算
、
繰
り
上
げ
、
繰
り
下
げ
。
こ

れ
ら
を
特
に
指
導
に
力
を
入
れ
る
べ
き
ポ
イ

「
セ
ン
ト
ル
シ
ア
で
も
日
本
の
ア
ニ
メ
が
知

ら
れ
て
い
る
ん
だ
っ
て
」

「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
民
族
衣
装
は
カ

ラ
フ
ル
！
」

「
ジ
ブ
チ
の
小
学
校
で
は
理
科
の
実
験
が
人

気
ら
し
い
よ
」

南
ア
ル
プ
ス
、
八
ヶ
岳
に
囲
ま
れ
た
山
梨
県

北
杜
市
立
甲
陵
高
等
学
校
の
教
室
か
ら
、
世
界

の
国
々
に
つ
い
て
語
り
合
う
生
徒
の
声
が
聞
こ

え
て
き
た
。

こ
の
授
業
は
「
高
校
生
の
国
際
貢
献
」。
甲

陵
高
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
約
15

の
授
業
の
中
か
ら
選
択
で
き
る
。「
海
外
に
興

ン
ト
と
し
て
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
現
地
の

人
も
読
め
る
よ
う
、
生
徒
た
ち
が
辞
書
を
片

手
に
英
語
に
翻
訳
し
た
。

「
本
当
に
高
校
生
が
作
っ
た
の
？
」

そ
ん
な
声
が
レ
ポ
ー
ト
を
受
け
取
っ
た
隊
員

や
現
地
の
先
生
か
ら
上
が
っ
た
。
地
域
の
教

育
委
員
会
に
も
届
け
ら
れ
、
研
修
会
の
資
料

と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
佐
藤
先
生
か
ら
、こ
れ
は
授
業
だ
け
ど
〝
仕

事
〞
だ
と
思
っ
て
真
剣
に
や
っ
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
て
、
責
任
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
今
で
は
、
高
校
生
で
も
途
上
国
の
役

に
立
て
る
！
と
胸
を
張
っ
て
言
え
ま
す
」
と

石
原
悠
衣
さ
ん
は
ほ
ほ
笑
む
。

「
受
け
身
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
も
っ
と
知

ろ
う
、
も
っ
と
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て

い
る
生
徒
た
ち
を
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
」
と

佐
藤
先
生
は
話
す
。「
海
外
に
も
っ
と
興
味
が

わ
い
た
」「
将
来
は
医
者
に
な
っ
て
途
上
国
で

働
き
た
い
」
な
ど
、
生
徒
た
ち
自
身
も
将
来
へ

の
道
筋
が
見
え
た
よ
う
だ
。
　

授
業
を
通
じ
て
得
た
自
信
が
、
日
本
の
、
そ

し
て
世
界
の
未
来
を
切
り
開
く
力
と
し
て
、
さ

ら
に
広
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

協
力
隊
員
を
通
じ
て

世
界
を
知
る

大
人
が
驚
く

高
校
生
の
調
査
レ
ポ
ー
ト

みんなで途上国の現状について意見交換。「この授
業でしかできない貴重な経験がたくさんできました」

ガーナに送った計算力調査のレ
ポート。誤答例などを載せ、課題
が分かりやすくまとめられている

セントルシアの高校生３人とテレビ電話で交流したことも。お互いの文化や生活
について紹介した

授業の取り組みをパネルで
紹介。多くの来場者が足を
止めて見ていた

ガーナの子どもたちの
計算力アップを目指せ！

開発途上国の人々との交流を通じて、世界に目を向ける―。
山梨県北杜市立甲陵高等学校では、

ガーナの小学生を対象に計算力調査を行い、
算数の学力向上を後押しするレポートを作り上げた。

頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
」
と

ガーナに送った計算力調査のレ
ポート。誤答例などを載せ、課題
が分かりやすくまとめられている

ノートにいくつもの棒を書いて足し算をする女の子
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エ
チ
オ
ピ
ア
で
見
た

子
ど
も
た
ち
の
現
実

タ
ガ
タ
ガ
タ
…
。
未
舗
装
の
道
路
を
、

土
ぼ
こ
り
を
舞
い
上
げ
な
が
ら
四
輪

駆
動
車
が
進
ん
で
い
く
―
。
そ
の
脇
を
荷
物

を
抱
え
て
歩
い
て
い
る
の
は
現
地
の
子
ど
も

た
ち
。
背
丈
は
タ
イ
ヤ
の
高
さ
と
同
じ
く
ら

い
だ
が
、
そ
の
姿
は
な
ん
と
も
た
く
ま
し
い
。

　こ
こ
は
エ
チ
オ
ピ
ア
北
部
の
ラ
リ
ベ
ラ
。

人
口
２
万
人
ほ
ど
の
小
さ
な
町
は
、
エ
チ
オ

ピ
ア
正
教
会
の
聖
地
だ
。
巨
大
な
一
枚
岩
を

彫
り
抜
い
て
造
ら
れ
た
「
岩
窟
教
会
群
」
は
、

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　乾
期
の
真
っ
た
だ
中
の
２
月
、
ラ
リ
ベ
ラ

の
空
港
か
ら
車
で
約
２
時
間
―
。
で
こ
ぼ
こ

道
を
行
く
車
中
に
い
た
の
は
、
モ
デ
ル
の
知

花
く
ら
ら
さ
ん
。
大
学
時
代
に
教
育
学
を
学

び
、
今
も
国
際
協
力
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
む
彼
女
。
Ｗ
Ｆ
Ｐ
国
連
世
界
食
糧
計
画
の

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、「
な
ん

と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」※
1
に
も

参
加
し
て
い
る
。
今
回
エ
チ
オ
ピ
ア
訪
問
の

機
会
を
得
て
、「
こ
の
国
が
抱
え
る
問
題
と
そ

の
原
因
、
現
地
の
人
々
の
挑
戦
を
こ
の
目
で

見
て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　近
年
、
経
済
成
長
が
著
し
い
エ
チ
オ
ピ
ア

で
も
、
い
ま
だ
貧
し
い
生
活
を
送
る
人
々
が

い
る
。
そ
ん
な
地
域
で
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の

命
を
つ
な
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
紡
ぐ
た

め
に
は
、
学
校
給
食
の
普
及
や
栄
養
改
善
が

必
要
不
可
欠
。
そ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
の

が
Ｗ
Ｆ
Ｐ
国
連
世
界
食
糧
計
画
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

だ
。　地

元
の
小
学
校
を
訪
れ
る
と
、
子
ど
も
た

ち
が
歌
と
踊
り
で
盛
大
に
歓
迎
し
て
く
れ
た
。

彼
ら
が
元
気
い
っ
ぱ
い
学
べ
る
よ
う
、
授
業

中
に
給
食
を
作
る
の
は
お
母
さ
ん
た
ち
。
こ

の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
大

豆
の
粉
を
お
湯
と
少
し
の
油
で
煮
込
ん
で
、

塩
で
味
付
け
し
た
も
の
。
十
数
種
類
の
ビ
タ

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
栄
養
満
点
。
小

さ
な
部
屋
で
薪
に
火
を
付
け
、
大
き
な
釜
に

入
っ
た
食
材
を
混
ぜ
る
。
部
屋
の
中
は
煙
だ

ら
け
だ
。

　知
花
さ
ん
は
、
給
食
作
り
と
２
０
０
人
分

の
配
膳
を
お
手
伝
い
。
児
童
た
ち
は
給
食
を

お
い
し
そ
う
に
ほ
お
張
り
な
が
ら
、
将
来
の

夢
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た
。「
み
ん
な
学
校

に
来
る
こ
と
で
、
自
分
の
夢
を
持
て
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
知
花
さ
ん
は
目
を

細
め
る
。

　ラ
リ
ベ
ラ
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
太
郎
の

森
基
金
の
活
動
も
光
っ
た
。
森
が
消
え
つ
つ

あ
っ
た
こ
の
地
域
で
、
10
年
以
上
に
わ
た
っ

て
植
林
活
動
を
続
け
て
い
る
の
だ
。
彼
ら
の

活
動
拠
点
の
一
つ
、
ラ
リ
ベ
ラ
小
学
校
を
訪

問
し
、
環
境
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に

苗
木
を
植
え
た
知
花
さ
ん
。「
エ
チ
オ
ピ
ア
が

緑
に
覆
わ
れ
て
、
地
球
温
暖
化
が
な
く
な
っ

て
ほ
し
い
」。
子
ど
も
た
ち
の
こ
の
言
葉
に
は

知
花
さ
ん
も
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
。
教
育

の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
た
。

　所
変
わ
っ
て
、
国
内
最
大
の
面
積
、
人
口

を
有
す
る
オ
ロ
ミ
ア
州
で
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

行
政
と
共
に
地
域
ぐ
る
み
で
母
子
の
健
康
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
み
ん
な
で
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
く
ん
だ
」
と
い
う
母
親
た

ち
の
熱
い
思
い
に
触
れ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

　　さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、

成
長
を
夢
見
て
奮
闘
す
る
人
た
ち
も
い
る
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
日
本
の
手

法
を
手
本
に
し
た
、
通
称
〝
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〞。
５
Ｓ
※
2
な
ど
、
高
度
経
済
成

長
を
支
え
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
品
質
・

生
産
性
向
上
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

だ
。　知

花
さ
ん
は
、
カ
イ
ゼ
ン
を
導
入
し
た
ば

か
り
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
場
を
視
察
。
１
カ

月
前
ま
で
機
材
や
工
具
が
散
乱
し
て
い
た
の

が
、
見
違
え
る
よ
う
に
整
理
整
と
ん
さ
れ
て

い
た
。
製
造
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ベ
テ
ル
・
ナ
ホ

サ
ナ
イ
さ
ん
は
「
カ
イ
ゼ
ン
を
継
続
す
れ
ば

劇
的
な
変
化
が
期
待
で
き
る
」
と
自
信
を
の

ぞ
か
せ
る
。「
上
か
ら
の
指
示
で
は
な
く
、
ま

ず
は
現
場
で
何
が
問
題
か
を
話
し
合
い
、
み

ん
な
で
考
え
て
改
革
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」

と
西
田
岱
輔
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
語
っ
た
。

　こ
の
カ
イ
ゼ
ン
の
導
入
を
強
く
働
き
か
け

た
の
が
、メ
レ
ス
・
ゼ
ナ
ウ
ィ
前
首
相
だ
っ
た
。

２
０
０
９
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
ま
り
、
２
０
１
１
年
に
は
政
府
機
関
と

し
て
「
エ
チ
オ
ピ
ア
・
カ
イ
ゼ
ン
機
構
」
を

設
立
。「
社
会
・
経
済
・
技
術
の
面
で
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
」
と
、
カ

イ
ゼ
ン
の
効
果
を
力
説
す
る
ゲ
タ
フ
ン
・
タ

デ
ッ
セ
所
長
の
言
葉
か
ら
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に

日
本
人
の
精
神
が
根
付
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を

実
感
し
た
。

　ま
た
、
エ
チ
オ
ピ
ア
が
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
の
が
〝
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
商
品
〞
の
推

進
だ
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
地
元
な
ら
で

は
の
素
材
と
技
術
を
生
か
し
、
エ
チ
オ
ピ
ア

に
対
し
て
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
連
想
さ
せ
る
高

品
質
な
産
品
を
作
り
、
海
外
に
売
り
出
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
。
現
地
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

フ
ィ
ク
ル
タ
・
ア
デ
ィ
ス
さ
ん
は
、「
母
国
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
ド
レ
ス
を
世
界

に
届
け
て
い
き
た
い
」
と
、
２
人
の
子
ど
も

を
育
て
な
が
ら
ド
レ
ス
を
作
っ
て
い
る
。
必

要
最
低
限
の
も
の
さ
え
あ
れ
ば
十
分
幸
せ
に

な
れ
る
―
。
国
を
愛
し
、
未
来
を
語
り
な
が

ら
ふ
と
涙
を
流
す
彼
女
に
、
知
花
さ
ん
も
心

が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。

　今
回
の
旅
を
通
じ
て
、
厳
し
い
現
実
の
中

で
、
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
進
む
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
出
会
っ
た
知
花
さ
ん
。「
大
人

た
ち
の
背
中
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き

な
未
来
を
描
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
語
っ
た
。
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
こ
の
国

を
動
か
し
、
さ
ら
に
大
き
な
可
能
性
と
た
く

さ
ん
の
笑
顔
が
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

日
本
の
知
恵
と
技
術
を

携
え
て

ガ

母親たちと協力して、子どもたちに給食を配膳する知花さん。一つのお皿に盛ったも
のを4人で分けて食べる

特 別 レ ポ ー ト

文・写真＝宮原千絵（JICA広報室広報課長）

※1途上国の現状について知り、一人一人ができる国際協力を推進していく市民参加型プロジェクト。実行委員会は、NPO法人
国際協力NGOセンター（JANIC）、JICA、国連開発計画（UNDP）。
※2 整理、整とん、清掃、清潔、しつけの頭文字。製造業・サービス業などの職場環境改善のための取り組み。

［上］フー太郎の森基金の活動に参加し、子どもたちと一緒に苗木を植える
［右下］カイゼンの指導を行うのは、途上国でカイゼンの指導を始めて18年の西田さん。現地
の人々が主体的に取り組めるような仕組みづくりに力を入れる
［左下］知花さんは青年海外協力隊の活動も視察。お遊戯を通じて学びの場をつくることに取
り組む清水紀子隊員（幼児教育）の説明を聞く

in エチオピア
WFP国連世界食糧計画のオフィシャルサポーターとして、
国際協力の現場に足を運んできた知花くららさん。
アフリカの真の姿を日本の人たちに伝えたい―。
そんな思いで訪れたエチオピアで彼女が見たものとは。

知花くららさん
夢と未来を探して

アディスアベバ

ラリベラ

ま
き

栄養を取って子どもたちに元気いっぱい学んでほしい―。エチ
オピアでは国際機関やＪＩＣＡが栄養改善の支援に取り組む
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務
省
は
、政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

を
通
じ
て
、自
治
体
の
海
外
展
開
支

援
を
強
化
す
る「
自
治
体
海
外
展
開
支
援

型
Ｏ
Ｄ
Ａ
」を
打
ち
出
し
た
。

　
こ
れ
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事

業
の
枠
組
み
を
通
じ
て
、日
本
の
自
治
体
の

持
つ
技
術
や
経
験
を
地
域
主
導
で
開
発
途

上
国
へ
展
開
し
て
い
く
と
い
う
も
の
。自
治
体

の
海
外
展
開
と
国
際
協
力
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
後
押
し
し
て
い
く
。

　
こ
の
事
業
は
、昨
年
末
に
発
足
し
た
安
倍

晋
三
政
権
が
１
月
11
日
に
閣
議
決
定
し
た

「
日
本
経
済
再
生
に
向
け
た
緊
急
経
済
対

策
」の
一
環
。平
成
24
年
度
補
正
予
算「
地

域
経
済
活
性
化
特
別
枠
」で
総
事
業
費
18

億
円
を
確
保
し
、３
月
８
日
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

募
集
を
開
始
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
で
は
、Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
自
治
体
、大
学
な
ど
が
独
自
に
培
っ
て

き
た
経
験
や
技
術
を
基
に
、途
上
国
へ
の
協
力

活
動
を
企
画
。83
の
国
・
地
域
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
共
同
で
実
施
し
て
い
く
も
の
だ
。

　
途
上
国
の
人
々
の
生
活
改
善
・
生
計
向

上
に
役
立
つ
分
野
で
あ
る
こ
と
が
絶
対
条

件
。
地
方
自
治
体
の
行
政
運
営
・
施
策
・

事
業
で
培
わ
れ
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
た
も
の
、対
象
の
国
・
地
域
に
お
け
る
公

益
・
公
共
事
業
、行
政
・
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
能
力
、品
質
の
改
善
・
向
上
に
資
す
る

も
の
、日
本
と
対
象
国
双
方
の
地
域
住
民
の

協
力
活
動
へ
の
参
画
が
十
分
に
図
ら
れ
る
事

業
な
ど
を
対
象
に
し
て
い
る
。さ
ら
に
は
人

を
介
し
た「
技
術
協
力
」で
あ
る
こ
と
、日
本

の
市
民
に
対
し
て
国
際
協
力
へ
の
理
解
・
参

加
を
促
す
企
画
と
な
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

る
。

外

ODAを通じて自治体の
技術を途上国で生かす

ODA政策

ODA政策

　
応
募
に
当
た
っ
て
は
、ま
ず
、各
自
治
体
が

属
す
る
地
域
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
内
機
関

に
事
業
ア
イ
デ
ア
を
相
談
の
上
、担
当
者
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
、事
業
の
目
的
や
所
要

経
費
な
ど
を
記
載
し
た「
案
件
提
案
表
」を

作
成
す
る
。審
査
を
通
過
す
れ
ば
、提
出
し

た
活
動
計
画
に
基
づ
い
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
業
務

委
託
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　
１
件
当
た
り
の
事
業
規
模
は
総
額
６
０
０

０
万
円
以
内
、事
業
期
間
は
３
年
以
内
。今

回
は
、自
治
体
の
広
域
連
合
に
よ
る
共
同
事

業
も
対
象
に
加
え
る
と
同
時
に
、自
治
体
の

技
術
者
の
派
遣
、研
修
員
の
受
け
入
れ
、資

機
材
の
搬
入
、事
業
進
出
を
前
提
に
し
た
事

前
調
査
も
支
援
す
る
と
し
て
い
る
。

　
日
本
の
自
治
体
は
、上
下
水
道
や
廃
棄
物

処
理
、保
健
医
療
な
ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
課
題
解
決
の
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ

務
省
は
平
成
25
年
度
、政
府
開
発
援

助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
活
用
し
た
中
小
企

業
の
海
外
展
開
支
援
事
業
を
強
化
す
る
。今

年
度
は
、
政
府
案
で
前
年
度
比
１
・
６
倍
と

な
る
67
億
円
の
予
算
を
確
保
し
、
支
援
内
容

の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

　
本
事
業
は
途
上
国
の
開
発
事
業
に
中
小

企
業
の
技
術
や
製
品
を
用
い
る
こ
と
で
、
途

上
国
の
課
題
解
決
を
図
る
と
同
時
に
、
日
本

企
業
の
成
長
、さ
ら
に
は
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
る
狙
い
が
あ
る
。途
上
国
支
援
と
企
業

の
海
外
展
開
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
ほ
か
、
無
償
資

金
協
力
や
技
術
協
力
、
民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
多
彩
な
内
容
の
取
り
組
み
を
用

意
。経
済
産
業
省
や
中
小
企
業
庁
な
ど
関
係

省
庁
な
ど
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
企
業

の
取
り
組
み
を
後
押
し
し
て
い
く
。

　
例
え
ば
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
途
上
国
政
府
に
自

社
製
品
や
技
術
の
普
及
の
実
証
を
行
う
「
民

間
提
案
型
普
及
・
実
証
事
業
」を
新
た
に
開

始
。単
価
を
１
億
円
程
度
と
し
、
20
件
前
後

の
採
択
を
予
定
す
る
と
と
も
に
、
設
備
や
資

材
購
入
費
を
対
象
に
加
え
る
な
ど
、
支
援
内

容
を
よ
り
拡
大
し
た
。

　
開
発
事
業
へ
の
案
件
化
を
見
据
え
て
途
上

国
側
の
現
状
や
要
望
を
調
べ
る
「
ニ
ー
ズ
調

査
」
や
、Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
へ
の
展
開
を
に
ら
ん
だ

「
案
件
化
調
査
（
単
価
３
０
０
０
万
円
）」（
単

価
５
０
０
０
万
円
の「
途
上
国
普
及
事
業
」に

つ
い
て
は「
案
件
化
調
査
」に
一
本
化
）も
引
き

続
き
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
ま
た
、日
本
企
業
の
社
員
を
青
年
海
外
協

力
隊
や
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

途
上
国
に
派
遣
し
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
や
現
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に

役
立
て
て
も
ら
う
「
民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
」
に
も
、
本
制
度
を
開
始
し
た
昨
年

度
の
５
４
０
０
万
円
を
大
幅
に
上
回
る
２
億

円
を
充
て
、
よ
り
充
実
化
を
図
っ
て
い
く
方

針
だ
。

外

ハ
ウ
を
培
っ
て
き
た
。し
か
し
現
在
、少
子
高

齢
化
に
伴
い
税
収
減
や
財
政
難
に
悩
む
自
治

体
も
少
な
く
な
く
、団
塊
の
世
代
の
大
量
退

職
に
よ
り
、日
本
の
財
産
と
も
言
え
る
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の

根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
自
治
体
を
支

援
す
る
こ
と
で
、日
本
の
イ
ン
フ
ラ
協
力
の

裾
野
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、よ
り
途
上
国

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
形
で
の
国
際
協
力
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

　
自
治
体
側
は
事
業
実
施
に
当
た
り
、途
上

国
に
お
け
る
施
設
の
保
守
・
点
検
作
業
な

ど
将
来
の
収
入
源
と
な
り
得
る
展
開
を
視

野
に
入
れ
る
。ま
た
、イ
ン
フ
ラ
関
連
の
地
方

の
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
、海
外
進
出
の
呼

び
水
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

国際会議
「自治体海外展開支援型ODA」

「中小企業等海外展開支援事業」

企業への支援内容を
大幅に拡充

ココシリ
「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

ア
フ
リ
カ
の
課
題
や
開
発
・
成
長
に
つ

い
て
議
論
す
る「
第
５
回
ア
フ
リ
カ

開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
）」が
６
月
に
横

浜
で
開
催
さ
れ
る
。こ
の
数
カ
月
、５
年
に
一

度
の
国
際
会
議
を
控
え
て
、国
内
外
で
は

着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
３
月
16
、17
日
に
は「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
閣

僚
級
準
備
会
合
」が
エ
チ
オ
ピ
ア
の
首
都
ア

デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
開
催
さ
れ
た
。こ
の
会
合
に

は
、ア
フ
リ
カ
52
カ
国
か
ら
閣
僚
級
の
首
席

代
表
46
人
が
出
席
し
た
ほ
か
、84
の
地
域
・

国
際
機
関
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、民
間
セ
ク
タ
ー
な
ど

約
１
０
０
０
人
が
一
堂
に
会
し
た
。

　「
強
固
で
持
続
可
能
な
経
済
」「
包
摂
的

で
強
じ
ん
な
社
会
」「
平
和
と
安
定
」に
併
せ

て
、Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
が
目
指
す
べ
き
成
果
や

主
要
な
論
点
、採
択
予
定
の
成
果
文
書
な

ど
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
エ
チ
オ
ピ
ア
の
テ
ド
ロ
ス
・
ア
ダ
ノ
ム
外
務

大
臣
と
と
も
に
共
同
議
長
を
務
め
た
岸
田

「第5回アフリカ開発会議（TICAD V）」

６月開催に向けて
閣僚級準備会合を開催

文
雄
外
務
大
臣
は「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
を
通
じ

て
ア
フ
リ
カ
の
成
長
を
よ
り
確
固
た
る
も
の

と
し
、ア
フ
リ
カ
大
陸
に
暮
ら
す
す
べ
て
の

人
に
希
望
の
光
を
照
ら
す
契
機
に
す
べ
き

だ
」と
強
調
。Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
の
テ
ー
マ
と
し

て「
躍
動
の
ア
フ
リ
カ
と
手
を
携
え
て
」を

掲
げ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。ま
た
、岸
田
外

相
は
ア
フ
リ
カ
の
平
和
と
安
定
の
確
立
の
た

め
、総
額
約
５
億
５
０
０
０
万
ド
ル
の
支
援

を
決
定
し
た
こ
と
を
表
明
し
た
。

　
さ
ら
に
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
で
は
、「
官
民
連

携
」も
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。岸
田
外
務
大
臣
、板
根
正
弘
経
団
連

副
会
長
が
共
同
座
長
を
務
め
る「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
Ｖ
推
進
官
民
連
携
協
議
会
」で
は
、こ
れ

ま
で
３
回
に
わ
た
っ
て
、イ
ン
フ
ラ
整
備
や
人

材
育
成
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
官
民
連
携

の
在
り
方
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。そ
の
議

論
の
成
果
は
提
言
と
し
て
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ

開
催
前
に
発
表
さ
れ
る
予
定
だ
。

日本のNGO、大学、地方自治体、公益法人などの
団体による、開発途上国の地域住民を対象とした
協力活動。JICAがODAの一環として、促進し助長
することを目的に実施する。途上国の人々の生活改
善・生計向上に直接役立つ分野で、草の根レベル
のきめ細やかな活動が行われる事業を条件とする。
対象国は原則としてJICAの海外拠点がある国。

JICA草の根技術協力事業とは？

札幌市は寒冷地ならではの強みを生かし、モンゴル・ウランバートルに都市
開発のノウハウを移転

ベトナム・ホイアンのごみ減量化対策には、沖縄県の“那覇モデル”が生か
されている

詳細はJICAのホームページへ↓

www.jica.go.jp/partner/kusanone/

開催日 ： 2013年6月1日（土）～3日（月）
共　催 ： 国連、世界銀行、国連開発計画、アフリカ連合
開催地 ： 横浜市

第5回アフリカ開発会議（TICAD V）

中小企業の海外展開に向けて、べトナムの製造工場を視察。
日本の技術力が生かせる分野が途上国の現場に豊富にある

広島で行われた事業説明会には、中国地方の各地から企業が
集まった

エチオピアで開催された「TICAD V閣僚級準備会合」ではア
フリカ関係者との活発な議論が行われた

エチオピアのハイレマリアム・デザレン首相と岸田外務大臣

May 2013                        2829                         May 2013



地球ギャラリー vol.56

グアテマラを代表する観光地として知ら
れるティカル遺跡。一歩足を踏み入れ
ると、その神秘的な空気に圧倒される

ティカル近郊にあるアグアテカ
遺跡。かつての王と思われる肖
像が石碑に彫られている

1979年に世界遺産に指
定されたティカル遺跡では、
2,500年前のマヤ文明の
繁栄が垣間見える

湖畔の村サンティアゴ・アティトランでは、今でも男女共に伝統衣装を身にまとう

伝統衣装を着た女性たちが行き交う湖畔の村アルモロンガ

a.スペイン人が築いたアンティグア・グアテマラ市街に建つカトリックの教会
b.民芸品を売り歩く先住民の少女

c.観光客向けにさまざまな
色の織物が売られている
d.青 と々した水面が美しい
アティトラン湖

a

b

マヤの大地を行く Guatemala
［グアテマラ］

写真・文＝さかぐちとおる（著述家）

地球ギャラリー vol.56

首都 ： グアテマラシティー
面積 ： 約10.9万㎢
人口 ： 約1,471万人（2011年）
言語 ： スペイン語、マヤ系言語
宗教 ： キリスト教
1人当たり国民総所得（GNI） ： 2,870ドル（2011年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、ロサンゼルスやメキシコシティー
で乗り継ぐのが一般的。
通貨 ： ケツァル（GTQ）　1GTQ＝約12.4円（2013年4月現在）
気候 ： 5～10月が雨期、11～4月が乾期。標高差により気温は
異なるが、首都の年間平均気温は約20度。年間を通じて気温差
はほとんどない。

神殿の壁面には装飾されたマヤ文字が残る

密林に埋もれるように残るティカル遺跡

野菜や果物などが並ぶ露天の青果市。どれも新鮮でおいしそうだ

地球ギャラリー vol.56

グアテマラ料理
カボチャの種が味の決め手
「ペピアン」

　グアテマラの主食はトウモロコシ。すりつ
ぶして生地を作り、薄く焼いた「トルティー
ジャ」、葉に包んで蒸した「タマリート」が毎
食のように食卓に上がる。コメやパスタは
おかずの一つ。塩やコンソメ、トマトソース
などで調理して食べる。　
　地域や季節によって異なるが、タマネギ
やトマト、牛肉、鶏肉などがよく使われる食
材。淡白な主食によく合う濃い味が人気
だ。インゲン豆を煮込んだおかず「フリホー
レス」も砂糖は使わず、塩やタマネギ、ニン

ニクで味付けする。
　グアテマラの国民食といえば「ペピア
ン」。どの家庭でもよく作られ、食堂には必
ずある煮込み料理。誕生日会や結婚式な
どのイベントにも欠かせない。料理名の由
来は、味の決め手となるカボチャの種“ペピ
トリア”。肉と野菜にペピトリアを加えてじっく
り煮込むと、コクのあるスープになる。辛み
を加えたり、野菜を増やしたりと、好みに合
わせてアレンジしてもいい。
　最近では、ルーを溶かすだけで簡単に
作れる「ペピアンの素」が売られているが、
「手間と時間をかけて作ったペピアンが一
番おいしい」と、みんな口をそろえる。世界
のどこでも、おいしさの秘訣は同じだ。

【材料（4人前）】
肉（種類はお好み）700g／ジャガイモ
2個／ニンジン1本／トマト小6個／タ
マネギ4分の1個／ニンニク2片／パ
クチー・トウガラシ各適量／食パン2枚
／カボチャの種60g／白ゴマ60g／
塩少々
【作り方】
1.鍋に大きめに切った肉、ジャガイモ、
ニンジンを入れ、ひたひたの水を加
えて軟らかくなるまで煮込む。
2.トマト、タマネギ、ニンニク、パクチ
ー、トウガラシ、小さくちぎった食パ
ンをフライパンで軽く焦げ目がつく
まで焼く。
3.別のフライパンで、カボチャの種と白
ゴマを香ばしくなるまで炒める。
4.2と3を合わせて少量の水を加え、ミ
キサーにかけたものを、油をひいたフ
ライパンに移し、約20分煮る。
5.4を1の鍋に加え、塩で味を整えなが
ら約10分煮込んだら出来上がり。

取材協力：JICAグアテマラ事務所

c

d

グアテマラシティー

ティカル

イベントではみんなで大量のタマリートを作る

　
そ
ん
な
数
奇
な
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
グ

ア
テ
マ
ラ
だ
が
、
今
も
な
お
、
高
地
に
暮

ら
す
マ
ヤ
系
の
先
住
民
た
ち
は
素
朴
だ
。

標
高
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ア
テ
ィ

ト
ラ
ン
湖
畔
に
は
、
先
住
民
の
村
や
集
落

が
広
が
っ
て
い
る
。
地
域
ご
と
に
伝
統
衣

装
が
あ
り
、
そ
の
美
し
い
色
合
い
や
刺
し

ゅ
う
を
見
れ
ば
、
ど
の
村
の
も
の
か
が
判

別
で
き
る
。 

　
湖
畔
の
村
に
行
っ
て
み
る
と
、
大
半
の

人
が
色
鮮
や
か
な
伝
統
衣
装
を
着
て
い

た
。
露
天
市
に
は
野
菜
や
果
物
な
ど
が
並

び
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
先
住
民
は

現
代
の
要
素
を
取
り
入
れ
つ
つ
も
、
独
自

の
伝
統
的
な
生
活
を
守
り
続
け
て
い
る
。

　
古
代
マ
ヤ
の
都
市
遺
跡
が
残
り
、
先
住

民
の
文
化
が
根
付
く
グ
ア
テ
マ
ラ
。
か
ら

っ
と
晴
れ
た
青
空
の
下
、
色
鮮
や
か
な
光

景
が
広
が
る
露
天
市
に
は
、
誰
も
が
魅
了

さ
れ
る
。

産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
の
遺
跡
は
、

直
径
約
３
キ
ロ
に
も
わ
た
り
、
神
殿
や
宮

殿
、
住
居
跡
な
ど
が
点
在
し
て
い
る
。

　
中
で
も
敷
地
内
に
残
る
神
殿
群
は
、
マ

ヤ
文
明
の
栄
華
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う

に
、
堂
々
と
そ
び
え
立
っ
て
い
た
。
中
央

広
場
に
面
し
て
向
か
い
合
う
２
つ
の
神

殿
。
大
ジ
ャ
ガ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
神
殿
は

芸
術
的
な
造
り
。
な
ん
と
も
荘
厳
な
雰
囲

気
を
か
も
し
出
し
て
い
る
。
か
つ
て
文
明

が
栄
え
た
こ
の
地
も
、
15
世
紀
に
は
ス
ペ

イ
ン
人
に
征
服
さ
れ
植
民
地
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
歴
史
が
あ
る
。

　
19
世
紀
に
独
立
を
果
た
し
て
か
ら
も
白

人
の
富
裕
層
に
統
治
さ
れ
、
マ
ヤ
系
の
先

住
民
は
虐
げ
ら
れ
て
き
た
。
20
世
紀
後
半

に
40
年
近
く
続
い
た
内
戦
で
も
、
先
住
民

集
落
は
政
府
軍
の
攻
撃
の
対
象
だ
っ
た
。

　
地
球
が
滅
亡
す
る
｜
。

　
２
０
１
２
年
、
マ
ヤ
暦
の
終
末
論
が
世

界
中
を
に
ぎ
わ
せ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
し
か
し
正
し
く
は
、〝
地
球
が
滅
亡
す

る
〞の
で
は
な
い
。
種
明
か
し
を
す
れ
ば
、

「
第
５
の
太
陽
が
滅
び
、
第
６
の
太
陽
が

生
ま
れ
る
」
と
い
う
こ
と
。
メ
デ
ィ
ア
が

そ
の
一
部
を
引
用
し
、
騒
ぎ
立
て
た
に
過

ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。 

　
し
か
し
幸
か
不
幸
か
、
こ
の
終
末
論
に

よ
り
古
代
マ
ヤ
遺
跡
が
注
目
を
浴
び
、
グ

ア
テ
マ
ラ
に
世
界
各
国
か
ら
観
光
客
が
押

し
寄
せ
た
。
そ
の
数
は
例
年
に
な
い
ほ
ど

だ
っ
た
と
い
う
。

　
中
で
も
人
気
だ
っ
た
の
が
、
マ
ヤ
最
大

級
の
都
市
遺
跡
テ
ィ
カ
ル
。
６
〜
８
世
紀

ご
ろ
に
栄
え
、
高
さ
50
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
神
殿
が
次
々
と
建
設
さ
れ
た
。
世
界
遺
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グアテマラを代表する観光地として知ら
れるティカル遺跡。一歩足を踏み入れ
ると、その神秘的な空気に圧倒される

ティカル近郊にあるアグアテカ
遺跡。かつての王と思われる肖
像が石碑に彫られている

1979年に世界遺産に指
定されたティカル遺跡では、
2,500年前のマヤ文明の
繁栄が垣間見える

湖畔の村サンティアゴ・アティトランでは、今でも男女共に伝統衣装を身にまとう

伝統衣装を着た女性たちが行き交う湖畔の村アルモロンガ

a.スペイン人が築いたアンティグア・グアテマラ市街に建つカトリックの教会
b.民芸品を売り歩く先住民の少女

c.観光客向けにさまざまな
色の織物が売られている
d.青 と々した水面が美しい
アティトラン湖

a

b

マヤの大地を行く Guatemala
［グアテマラ］

写真・文＝さかぐちとおる（著述家）

地球ギャラリー vol.56

首都 ： グアテマラシティー
面積 ： 約10.9万㎢
人口 ： 約1,471万人（2011年）
言語 ： スペイン語、マヤ系言語
宗教 ： キリスト教
1人当たり国民総所得（GNI） ： 2,870ドル（2011年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、ロサンゼルスやメキシコシティー
で乗り継ぐのが一般的。
通貨 ： ケツァル（GTQ）　1GTQ＝約12.4円（2013年4月現在）
気候 ： 5～10月が雨期、11～4月が乾期。標高差により気温は
異なるが、首都の年間平均気温は約20度。年間を通じて気温差
はほとんどない。

神殿の壁面には装飾されたマヤ文字が残る

密林に埋もれるように残るティカル遺跡

野菜や果物などが並ぶ露天の青果市。どれも新鮮でおいしそうだ

地球ギャラリー vol.56

グアテマラ料理
カボチャの種が味の決め手
「ペピアン」

　グアテマラの主食はトウモロコシ。すりつ
ぶして生地を作り、薄く焼いた「トルティー
ジャ」、葉に包んで蒸した「タマリート」が毎
食のように食卓に上がる。コメやパスタは
おかずの一つ。塩やコンソメ、トマトソース
などで調理して食べる。　
　地域や季節によって異なるが、タマネギ
やトマト、牛肉、鶏肉などがよく使われる食
材。淡白な主食によく合う濃い味が人気
だ。インゲン豆を煮込んだおかず「フリホー
レス」も砂糖は使わず、塩やタマネギ、ニン

ニクで味付けする。
　グアテマラの国民食といえば「ペピア
ン」。どの家庭でもよく作られ、食堂には必
ずある煮込み料理。誕生日会や結婚式な
どのイベントにも欠かせない。料理名の由
来は、味の決め手となるカボチャの種“ペピ
トリア”。肉と野菜にペピトリアを加えてじっく
り煮込むと、コクのあるスープになる。辛み
を加えたり、野菜を増やしたりと、好みに合
わせてアレンジしてもいい。
　最近では、ルーを溶かすだけで簡単に
作れる「ペピアンの素」が売られているが、
「手間と時間をかけて作ったペピアンが一
番おいしい」と、みんな口をそろえる。世界
のどこでも、おいしさの秘訣は同じだ。

【材料（4人前）】
肉（種類はお好み）700g／ジャガイモ
2個／ニンジン1本／トマト小6個／タ
マネギ4分の1個／ニンニク2片／パ
クチー・トウガラシ各適量／食パン2枚
／カボチャの種60g／白ゴマ60g／
塩少々
【作り方】
1.鍋に大きめに切った肉、ジャガイモ、
ニンジンを入れ、ひたひたの水を加
えて軟らかくなるまで煮込む。
2.トマト、タマネギ、ニンニク、パクチ
ー、トウガラシ、小さくちぎった食パ
ンをフライパンで軽く焦げ目がつく
まで焼く。
3.別のフライパンで、カボチャの種と白
ゴマを香ばしくなるまで炒める。
4.2と3を合わせて少量の水を加え、ミ
キサーにかけたものを、油をひいたフ
ライパンに移し、約20分煮る。
5.4を1の鍋に加え、塩で味を整えなが
ら約10分煮込んだら出来上がり。

取材協力：JICAグアテマラ事務所
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ティカル

イベントではみんなで大量のタマリートを作る
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史
を
刻
ん
で
き
た
グ

ア
テ
マ
ラ
だ
が
、
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お
、
高
地
に
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す
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系
の
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民
た
ち
は
素
朴
だ
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５
０
０
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ィ
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ラ
ン
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、
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民
の
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や
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落
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て
い
る
。
地
域
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と
に
伝
統
衣

装
が
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り
、
そ
の
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い
色
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い
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し
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を
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ば
、
ど
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も
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湖
畔
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に
行
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み
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と
、
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半
の

人
が
色
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な
伝
統
衣
装
を
着
て
い

た
。
露
天
市
に
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や
果
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ど
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、
活
気
に
あ
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て
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る
。
先
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は

現
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の
要
素
を
取
り
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れ
つ
つ
も
、
独
自

の
伝
統
的
な
生
活
を
守
り
続
け
て
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る
。

　
古
代
マ
ヤ
の
都
市
遺
跡
が
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り
、
先
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の
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テ
マ
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。
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ら
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と
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、
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光

景
が
広
が
る
露
天
市
に
は
、
誰
も
が
魅
了

さ
れ
る
。

産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
の
遺
跡
は
、
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り
、
神
殿
や
宮

殿
、
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。

　
中
で
も
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内
に
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る
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は
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文
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の
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華
を
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る
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の
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、
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え
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。
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に
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。
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と
も
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造
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。
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独
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ら
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に
40
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落
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の
攻
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の
対
象
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。
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亡
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１
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、
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が
世

界
中
を
に
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は
記
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に
新
し
い
。
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れ
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を
引
用
し
、
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、
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が
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び
、
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に
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各
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光
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。
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で
も
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世
界
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地球ギャラリー vol.56

グアテマラを代表する観光地として知ら
れるティカル遺跡。一歩足を踏み入れ
ると、その神秘的な空気に圧倒される

ティカル近郊にあるアグアテカ
遺跡。かつての王と思われる肖
像が石碑に彫られている

1979年に世界遺産に指
定されたティカル遺跡では、
2,500年前のマヤ文明の
繁栄が垣間見える

湖畔の村サンティアゴ・アティトランでは、今でも男女共に伝統衣装を身にまとう

伝統衣装を着た女性たちが行き交う湖畔の村アルモロンガ

a.スペイン人が築いたアンティグア・グアテマラ市街に建つカトリックの教会
b.民芸品を売り歩く先住民の少女

c.観光客向けにさまざまな
色の織物が売られている
d.青 と々した水面が美しい
アティトラン湖

a

b

マヤの大地を行く Guatemala
［グアテマラ］

写真・文＝さかぐちとおる（著述家）

地球ギャラリー vol.56

首都 ： グアテマラシティー
面積 ： 約10.9万㎢
人口 ： 約1,471万人（2011年）
言語 ： スペイン語、マヤ系言語
宗教 ： キリスト教
1人当たり国民総所得（GNI） ： 2,870ドル（2011年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、ロサンゼルスやメキシコシティー
で乗り継ぐのが一般的。
通貨 ： ケツァル（GTQ）　1GTQ＝約12.4円（2013年4月現在）
気候 ： 5～10月が雨期、11～4月が乾期。標高差により気温は
異なるが、首都の年間平均気温は約20度。年間を通じて気温差
はほとんどない。

神殿の壁面には装飾されたマヤ文字が残る

密林に埋もれるように残るティカル遺跡

野菜や果物などが並ぶ露天の青果市。どれも新鮮でおいしそうだ

地球ギャラリー vol.56

グアテマラ料理
カボチャの種が味の決め手
「ペピアン」

　グアテマラの主食はトウモロコシ。すりつ
ぶして生地を作り、薄く焼いた「トルティー
ジャ」、葉に包んで蒸した「タマリート」が毎
食のように食卓に上がる。コメやパスタは
おかずの一つ。塩やコンソメ、トマトソース
などで調理して食べる。　
　地域や季節によって異なるが、タマネギ
やトマト、牛肉、鶏肉などがよく使われる食
材。淡白な主食によく合う濃い味が人気
だ。インゲン豆を煮込んだおかず「フリホー
レス」も砂糖は使わず、塩やタマネギ、ニン

ニクで味付けする。
　グアテマラの国民食といえば「ペピア
ン」。どの家庭でもよく作られ、食堂には必
ずある煮込み料理。誕生日会や結婚式な
どのイベントにも欠かせない。料理名の由
来は、味の決め手となるカボチャの種“ペピ
トリア”。肉と野菜にペピトリアを加えてじっく
り煮込むと、コクのあるスープになる。辛み
を加えたり、野菜を増やしたりと、好みに合
わせてアレンジしてもいい。
　最近では、ルーを溶かすだけで簡単に
作れる「ペピアンの素」が売られているが、
「手間と時間をかけて作ったペピアンが一
番おいしい」と、みんな口をそろえる。世界
のどこでも、おいしさの秘訣は同じだ。

【材料（4人前）】
肉（種類はお好み）700g／ジャガイモ
2個／ニンジン1本／トマト小6個／タ
マネギ4分の1個／ニンニク2片／パ
クチー・トウガラシ各適量／食パン2枚
／カボチャの種60g／白ゴマ60g／
塩少々
【作り方】
1.鍋に大きめに切った肉、ジャガイモ、
ニンジンを入れ、ひたひたの水を加
えて軟らかくなるまで煮込む。
2.トマト、タマネギ、ニンニク、パクチ
ー、トウガラシ、小さくちぎった食パ
ンをフライパンで軽く焦げ目がつく
まで焼く。
3.別のフライパンで、カボチャの種と白
ゴマを香ばしくなるまで炒める。
4.2と3を合わせて少量の水を加え、ミ
キサーにかけたものを、油をひいたフ
ライパンに移し、約20分煮る。
5.4を1の鍋に加え、塩で味を整えなが
ら約10分煮込んだら出来上がり。

取材協力：JICAグアテマラ事務所
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「教育の質の向上」を政策に掲げる政府の意向を受け、JICAが特に力を入れているの
が算数の教育改善。実践的な内容でなかった教科書を一新すべく、教育省とサンカル
ロス大学の教育関係者、日本人専門家が連携。
2008年に完成した教科書は、国が指定する正式
な教材として認定され、全国に配布されている。ま
た、暗記中心型から生徒が主体的に学習に取り
組む参加型の授業になるよう、現職教員を対象に
2年間の研修を実施している。新たな指導法は子
どもたちの理解が早いと評判だ。

人材育成
交通インフラ整備
母子保健サービスの向上

■
■
■

日本の算数教育を生かして学力アップ

JICAの支援

JICAの活動
in グアテマラ

地球ギャラリー vol.56
人材育成

妊産婦と乳幼児死亡率が特に高い西部の農村地域では、病院を
利用せず、出産の知識や技術なしに自宅で産む人がほとんど。そこ
で地域の保健センターの医師や看護師を対象に、妊婦健診、出
産の補助、出産後のケアの方法などを指導する研修を日本人専
門家が実施。妊娠の経過を診
察する超音波検査機なども供
与した。また住民を対象にワー
クショップを開き、医師・助産師
などの介助で出産する重要性
を伝え、保健センターの利用を
促している。

内戦の被害が特に大きい北部地域を横断し、交通インフラの整備
が遅れている国道7号線。住民の生命線だがほとんど舗装されてお
らず、雨が降ると、山岳地帯では土砂が崩れたり、川に隣接する道
は水浸しになったりと頻繁に通行止めになっていた。そこでJICA
は、これまで約160キロにわた
り、排水設備の付いた道路の整
備や、橋の建設を行ってきた。
全区間が開通すれば、市場や
病院、学校などへのアクセスが
改善され、住民の生活向上が
期待される。

安全なお産で母子の命を守る

1996年の内戦終結後、着実に経済
成長を遂げ、中所得国入りを果たし
たグアテマラ。しかし依然として、都
市部と地方での所得格差が大きく、
農村部の生活は貧しい。教育、保健
医療、インフラの整備などを通じて、
JICAは格差の是正を目指す。

道路整備で人々の生活を改善

1

交通インフラ整備2 母子保健サービスの向上3

ここが
ポイント！
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新 着 情 報

B  OOK

『大災害に立ち向かう世界と日本 
災害と国際協力』
2004年のスマトラ沖大地震・インド洋津波、2010年のハイチ
大地震、そして、2011年の東日本大震災―。近年、世界では
大規模な地震が頻発している。国
境に関係なく起こる自然災害。日
本は世界と共にこの現実に立ち
向かうべく、被災国への緊急援助
や防災・減災に向けた協力を行っ
てきた。日本の国際緊急援助隊
（JDR）の活動やNGOの復旧・復
興に向けた取り組みなどを振り返
り、災害時における国際社会の
連携の在り方を展望する。

B  OOK

『ユネスコスクールによるESDの実践 
教育の新たな可能性を探る』
気候変動や環境破壊、貧困など世界の現実に目を向け、みん
なで解決策を考えて行動する―。そんな人材の育成を目指し
て、学校現場で行うのが持続発
展教育（ESD）。本書では、ESD
の実践校である秋田市立秋田
商業高等学校の取り組みに併
せて、ESDに携わる大学教授な
ど15人が、国内外のESDをさま
ざまな視点から解説。子どもたち
に世界を知り、自分の足元を見
つめ直してほしい―。秋田商業
が刊行する国際理解教育シリー
ズの最終刊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2012年／フランス・香港／153分
監督：ワン・ビン
公開：5月25日（土）よりシアター・イメージフォーラム（東京）ほか全国順次公開
URL：moviola.jp/sanshimai/
配給・問：ムヴィオラ　
TEL：03-5366-1545

秋田市立秋田商業高等学校
ビジネス実践・ユネスコスクール班 編著
アルテ
2,310円（税込）

『三姉妹～雲南の子』
中国で最も貧しい地域といわれる雲南省。風が吹き荒れる高地の
村では、ジャガイモの栽培や家畜の飼育で生計を立てている家庭
がほとんど。そこに暮らす幼い3姉妹。母は家を出ていき、父は出稼
ぎで村を離れた。家事をこなし妹の面倒を見るインイン10歳、いた
ずらっ子のチェンチェン6歳、おてんばなフェンフェン4歳。本作は、
そんな3姉妹の貧しくとも、たくましく生きる日常を追ったドキュメンタ
リー。中国の急速な経済成長の陰で、その恩恵を受けられない人々
の暮らしを浮き彫りにした作品。（文＝高倍宣義）

歩いて、走って、アフリカについて知ろう！
6月の「第5回アフリカ開発会議（TICADⅤ）」の開催地、横浜。こ
の地を歩いて、走って、アフリカに思いをはせるチャリティーイベントが
開催される。参加費の一部は、アフリカの子どもたちの学校給食の
普及やマラリアの撲滅などに使われる。アフリカの明るい未来に向
けて、自らの足で“一歩”を踏み出してみては？

E  VENT

M  OVIE

「大災害と国際協力」研究会 著
明石康・大島賢三 監修
佐伯印刷
1,890円（税込）

●WFPウォーク・ザ・ワールド for アフリカ
会期：5月19日（日） 9時～ （申し込み締め切り：5月7日）
会場：横浜みなとみらい
URL：www.redcup.jp/wtw2013/
問：WFPウォーク・ザ・ワールド for アフリカ エントリー事務局
TEL：0120-711-951

●RUN FOR AFRICA
会期：6月1日（日） 8時～ （申し込み締め切り：5月13日）
会場：日産スタジアム（横浜市）
URL：runforafrica.jp/
問：大会事務局（mudef内） 
TEL：03-5414-7778

○c ALBUM Productions, Chinese Shadows
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添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
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プレゼント付き

次号予告（2013年6月1日発行予定）

ミャンマー
“最後のフロンティア”として注目を集めるミャンマー。日本企業の新たな
進出先としても期待されるこの国のポテンシャルを紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担
いただく形でご送付いたします。巻末
の払込取扱票に、氏名・住所・電話番
号・ご希望の送付期間・送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かか
ることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望
の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① タンザニアのアクセサリー
② 書籍『ユネスコスクールによるESDの実践
　 教育の新たな可能性を探る』（p37参照）
③ 書籍『大災害に立ち向かう世界と日本 
　  災害と国際協力』（p37参照）
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　温かい背中で、布に包まれてぐっすり
と眠る小さな赤ちゃん。お母さんの手元
にあるのは、針と糸。真っすぐに一点を
見つめながら、チクチク何かを縫ってい
る。「自分でお金を稼いで、この子を学
校に行かせてあげたいの」。そう言って、
一日何時間も作業に打ち込む。 
　彼女たちが作っているのは、アフリカ
の布を使ったアクセサリー。青年海外協
力隊の今村蓉子さんと協力し、タンザニ
ア南西部の町ムベヤ発のお土産物とし
て販売を始めたところだ。
　10代で妊娠し、シングルマザーになっ
てしまう人も少なくないという現実―。
子育てのため学校も満足に行けず、手
に職がないために仕事もできない…。み

んな、一日一日を生き延びることに必死
だった。
　そこで今村さんが思い付いたのが、手
先の器用な彼女たちの強みを生かした
雑貨作り。近所の仕立て屋から分けても
らった端切れを、髪留めやヘアピンに生
まれ変わらせるというものだ。「新しい
技術を学びたいと少しずつ人が集まり、7
人のメンバーで“MAMA UBUNIFU”
というグループを立ち上げました」と今
村さん。“UBUNIFU”はスワヒリ語で
“クリエイティブ”の意味だという。
　一つ一つのアクセサリーに込められた
タンザニアのお母さんたちの細やかな気
遣い。身に着けただけで、とても温かい
気持ちになれる。

Vol.55  タンザニア

小さな赤ちゃんをおぶってアクセサリー作り。母の強さ
が感じられる一枚だ

お母さんの愛情がつまったアクセサリー

★アクセサリーを6人にプレゼント！→詳細は38ページへ
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　高校受験の時、当時は都内でも珍し
かった国際学科がある学校を選びまし
た。と言っても、海外に特に興味があっ
たわけではなく、中学生のころからあこ
がれていたチアリーディングの部活動に
没頭する日々。周りには留学したり、ボラ
ンティアをしたりする人もいましたが、
「世界を救わなきゃ！」なんて言葉が、
私の中ではどうしてもしっくりこなかっ
た。高校生にとって“世界”はあまりにも
大きく感じられたし、日本にもまだまだ
大変なことがたくさんある中で、私たち
ができることなんてないんじゃないかと
思っていました。
　そんな私の転機となったのは、大学に
入ってから参加した中国へのスタディー
ツアーでした。都市から農村に入ると景
色は一変。大自然が広がっていて、みん
な馬で移動していました。自然に溶け込
んでいる彼らを目の当たりにして、東京
の生活ってなんて希薄なんだろうって―。
恥ずかしくなりました。帰国後はいても
たってもいられなくなって、電車を使わ
ず、自宅から大学まで２時間かけて歩い

て通うようになりました。周りからは、ち
ょっとおかしな子と思われていたかもし
れません。
　それをきっかけに、アジアに一人旅を
するようになりました。最初のころは、文
化の違いなど心を突き動かされることが
いっぱい。でも次第に、一つ一つのちょ
っとした発見こそが、かけがえのないも
のに感じられるようになりました。
　そして今年の２月には、バングラデシ
ュとネパールで日本のＮＧＯの活動を視
察するお仕事をいただきました。実は、
国際協力の現場に足を踏み入れるのは
初めて。一人で旅をしている時には触れ
ることのできない世界でした。
　そこには、地元の人たちと寄り添いな
がら、日本人女性がパワフルに、生き生
きと活動している姿がありました。そし
てやっと、長年私が抱いてきた“疑問”
の答えを見付けたのです。国際協力に携
わる人たちは「世界を救おう」と思って
いるわけではない。彼らが守りたいの
は、今ここにいるこの人たちなんだ―。
国際協力は、個人と個人の“縁”や“つな

がり”から生まれ、現場の人たちの優し
い思いに支えられた活動なのだと気付か
されました。
　スラムに行く前はとても緊張していた
のですが、日本人スタッフの方に「楽し
んでいいんだよ」と言われて、とても気持
ちが楽になりました。子どもたちは元気
いっぱいで、一緒に笑ったり、走り回っ
たり、逆に私がパワーをもらったくらい
です。そこには、私が勝手に思い描いて
いた“かわいそうな”スラムはありません
でした。 
　自分の知らない世界と出会えると、と
てもワクワクします。私はこれからも開発
途上国と等身大で向き合い、そこに散り
ばめられている“おもしろいこと”を、皆
さんに伝えていけたらと思っています。

私の 人とのつながりから生まれる

FUJIOKA Minami

タレント  藤岡みなみ

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で

PROFILE 
1988年東京都出身。東京都立国際高等学校、上智
大学総合人間科学部社会学科卒業後、タレント・歌
手として活動。ジャイアントパンダ研究家。2010年より
NHK「穴場ハンター」にレギュラー出演。公益財団
法人緑の地球防衛基金のプロジェクト「Team Sho-
kurin」SHOKURIN応援団。「なんとかしなきゃ！プロ
ジェクト」著名人メンバー。

検索

○c Atsushi Shibuya

● 


